
現状値 目標値 現所管部

（2017年度） （2023年度） 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 202２年度 202３年度 部

ハード

バリアフリー基本構想で設定した歩
道の整備率
[出典]バリアフリー基本構想進捗状
況調べ

48.2% 69.7% 51.7% 54.8% 55.5% 55.5% 55.5% 55.5% ― 都市基盤部

ハード

バリアフリー基本構想で設定した特
定事業の整備率
[出典]バリアフリー基本構想進捗状
況調べ

39.0% 70.0% 39.0% 39.0% 56.0% 63.0% 63.0% 63.0% ― 都市基盤部

ハード
区有施設等の合同点検実施件数
（2018年度からの累計値）

― 12件 13件 0件 2件 0件 0件 1件 16件 企画部

ソフト

行政手続における電子申請の利用割
合
[出典]企画部（電子手続の利用状況
調査）調べ

60.2% 68.0% 60.3% 62.2% 59.2% 69.5% 73.5% 74.0% ― 総務部

ソフト

週１回以上活動を行っている通いの
場の数
[出典]介護予防・日常生活支援総合
事業の実施状況に関する調査

119か所 150か所 169か所 165か所 165か所 167か所 165か所 143か所 ―
地域支えあ
い推進部

ソフト

商店街・地域の多言語化・ユニバーサ
ルデザイン化支援数（2018年度から
の累計値）
[出典]商店街チャレンジ戦略支援事
業実績報告

2事業 17事業 4事業 1事業 3事業 0事業 0事業 1事業 9事業 区民部

ソフト

ユニバーサルデザイン関連創業等支
援セミナー参加者数（2019年度から
の累計値）
[出典]産業振興センター指定事業結
果報告

― 480人 ― 93人 51人 75人 38人 10人 267人 区民部

ソフト
情報発信のユニバーサルデザインガ
イドラインに基づく見直し・改善数
（2019年度からの累計値）

― 200件 ― 17件 119件 257件 289件 236件 918件 企画部

ハート

学校は思いやりや優しい心を育てて
いると回答している保護者の割合
[出典]学校教育に関する保護者アン
ケート

小：８１.５％

中：７５.６％

小：８５.０％

中：８０.０％

小：８０．８

中：７３．３

小：７４．７

中：７１．０

小：７６．７

中：７０．９

小：７9.2

中：７5.2

小：７７．８

中：７４．５

小：７８．６

中：７４．３
―

教育委員会
事務局

総務部

企画部

ハート
ユニバーサルデザインサポーターの
延べ養成人数（2019年度からの累
計値）

― 100人 ― 18人 0人 67人 68人 70人 223人 企画部

ハート
ユニバーサルデザインの理解促進事
業の延べ参加者数（2017年度から
の累計値）

72人 572人 0人 42人 0人 115人 102人 86人 417人 企画部

ハート
区民公益活動に関する政策助成によ
る助成団体数（2019年度からの累
計値）

― 12団体 ― 10団体 9団体 11団体 11団体 8団体 49団体
地域支えあ
い推進部

308人235人 326人 305人 327人 1695人ハート

職員のユニバーサルデザイン研修（人
権セミナー研修を含む）延べ受講者
数
（2018年度からの累計値）
[出典]職員研修実績調べ

154人 1515人 194人

ユニバーサルデザイン推進計画　進捗状況　《成果指標》

実績値
基本理念 成果指標 累計値



基本
理念

施策の
方向

現所管部

ハード 1 利用しやすく安全で快適なみち・公園づくり

1 １ 安全で快適に通行できる道路・歩行空間の整備

Ａ：実施した
都市計画道路等の整備に向け、道路予
備設計や関係機関協議を実施した。

Ａ：実施した
都市計画道路等の整備にむけた道路
用地を取得した。

Ａ：実施した

西武新宿線沿線まちづくりや、各地区
の防災まちづくりの進捗にあわせ、整
備にむけて必要となる道路用地を取得
した。

Ａ：実施した
西武新宿線沿線まちづくりや、各地区の防
災まちづくりの進捗にあわせ、整備にむけ
て必要となる道路用地を取得した。

Ａ：実施した
西武新宿線沿線まちづくりや、各地区の防
災まちづくりの進捗にあわせ、整備にむけ
て必要となる道路用地を取得した。

まちづくり推進
部

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、各地区のまち
づくりにあわせ、必要となる道路の整
備を進めた（中野二丁目地区、中野三
丁目地区）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、各地区のまち
づくりにあわせ、必要となる道路の整
備を進めた（中野二丁目地区、中野三
丁目地区）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、各地区のまち
づくりにあわせ、必要となる道路の整
備を進めた（中野二丁目地区、中野三
丁目地区）。

Ａ：実施した
中野駅周辺においては、各地区のまちづく
りにあわせ、必要となる道路の整備を進め
た（中野二丁目地区、中野三丁目地区）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、各地区まちづくり
の進捗にあわせ、必要となる道路の整備を
進めた（中野二丁目地区、中野三丁目地
区）。

まちづくり推進
部

1 １

既存の道路について、歩道の整備・
改善や傷んだ道路の維持補修工事
とあわせて、順次、道路の段差解消
や坂道への手すり設置などバリアフ
リー工事を進めます。

Ａ：実施した 区道31-240（新井天神通り） Ａ：実施した 区道２３－５６0（宝仙寺前通り）

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

２０２３年度の実施に向けて調整を進
めた。

Ｂ　実施でき
なかったが、
次年度に実
施予定

２０２３年度の実施に向けて調整を進め
た。

Ａ：実施した
区道43-250の工事を発注し、着工に向
けて調整を進めた。

都市基盤部

1 １

違反屋外広告物や商店の商品のは
みだし等、不法占用に対して、商店
街や地域、警察署などの関係機関と
連携し、指導・取締を推進します。

Ａ：実施した
・違反広告物撤去回数　24回
・違反広告物撤去枚数　12,503枚

Ａ：実施した
・違反広告物撤去回数　24回
・違反広告物撤去枚数　12,０２９枚

Ａ：実施した
・違反屋外広告物撤去回数　24回
・違反屋外広告物撤去枚数　9,020枚

Ａ：実施した
・違反屋外広告物撤去回数　24回
・違反屋外広告物撤去枚数　7,328枚

Ａ：実施した
・違反屋外広告物撤去回数　24回
・違反屋外広告物撤去枚数　7,333枚

都市基盤部

Ａ：実施した

【自転車安全利用講習会】
自転車利用のルール、マナー向上を図
ることを目的に「自転車安全利用講習
会」を４回実施した。参加者284人。

Ａ：実施した

【自転車安全利用講習会】
自転車利用のルール、マナー向上を図
ることを目的に「自転車安全利用講習
会」を４回実施した。参加者111人。

Ａ：実施した

【自転車安全利用講習会】
自転車利用のルール、マナー向上を図
ることを目的に「自転車安全利用講習
会」を４回実施した。参加者124人。

Ａ：実施した

【自転車安全利用講習会】
自転車利用のルール、マナー向上を図るこ
とを目的に「自転車安全利用講習会」を４
回実施した。参加者133人。

Ａ：実施した

【自転車安全利用講習会】
自転車利用のルール、マナー向上を図るこ
とを目的に「自転車安全利用講習会」を8
回実施した。参加者162人。

総務部

Ａ：実施した
放置自転車の指導・警告・撤去を平日
毎日、土日祝日も月2回程度行った。

Ａ：実施した
放置自転車の指導・警告・撤去を平日
毎日、土日祝日も月2回程度行った。

Ａ：実施した
放置自転車の指導・警告・撤去を平日
毎日、土日祝日も月2回程度行った。

Ａ：実施した
放置自転車の指導・警告・撤去を平日毎
日、土日祝日も月2回程度行った。

Ａ：実施した
放置自転車の指導・警告・撤去を平日毎
日、土日祝日も月2回程度行った。

都市基盤部

1 １
中野区無電柱化推進計画を策定し、
計画的に無電柱化を進めます。

Ａ：実施した
・中野区無電柱化推進計画の策定
・区道１４－９１０ほか設計

Ａ：実施した
・区道１４－９１０本体工事着手
・区道14-880ほか試掘調査、設計

Ａ：実施した

・区道１４－９１０本体工事推進
・区道１４－８８０設計検討
・区道１４－９４０公益財団法人東京都
道路整備保全公社との施行協定を締
結

Ａ：実施した
・区道14-910引連（電力）工事
・区道14-880設計検討
・区道14-940設計検討

Ａ：実施した

・弥生町三丁目避難道路1号電線共同溝工
事及び道路予備設計
・弥生町三丁目避難道路2号引連（通信）工
事
・弥生町三丁目避難道路7号電線共同溝詳
細設計

都市基盤部

1 ２ 安全で快適に利用できる公園の整備

1 ２

園路改修、だれでもトイレへの改
修、遊具の更新など、既存公園の再
整備を計画的に進め、公園の利便
性・快適性と魅力を高めます。また、
公園が安全で快適に利用できるよ
うルールづくりを進めます。

Ａ：実施した

東京都ユニバーサルデザインのまちづ
くり実施要綱に基づく補助金を活用
し、公園のトイレ及び園路等を含むバリ
アフリー化を実施した（新井薬師公
園）。

Ａ：実施した

・東京都ユニバーサルデザインのまちづ
くり実施要綱に基づく補助金を活用
し、公園トイレ及び園路等を含むバリア
フリー化を行った（桜山公園、江原公
園）。※工事は、2021年６月完了
・ユニバーサルデザインに配慮した遊具
の更新を行った（新井薬師公園、城山
公園）。

Ａ：実施した

・東京都ユニバーサルデザインのまちづ
くり実施要綱に基づく補助金を活用
し、公園トイレ及び園路等を含むバリア
フリー化を行った（桜山公園、江原公
園）。※工事については、2021年６月
完了
・ユニバーサルデザインに配慮した遊具
の更新を行った（弥生公園、八成公
園）。

Ａ：実施した

・地域福祉推進包括保護事業に基づく補助
金を活用し、公園トイレ及び園路等を含む
バリアフリー化の設計を行った（鷺宮運動
広場、武蔵台公園）。
・「ゴムボール遊び」、「自転車等に乗るため
の練習」等他の利用者や周辺住民への迷
惑とならないことを前提とし、ルールの緩
和を行った。

Ａ：実施した

・地域福祉推進包括補助事業に基づく補助
金を活用し、公園トイレ及び園路等を含む
バリアフリー化の設計（れんげ公園、すみれ
公園）と工事（鷺宮運動広場、武蔵台公園）
を行った。
・「ゴムボール遊び」、「自転車等に乗るため
の練習」等他の利用者や周辺住民への迷
惑とならないことを前提としたルールの緩
和を継続して実施した。

都市基盤部

2 円滑に移動できる交通環境づくり

2 １ わかりやすい案内表示の充実

2 １

区民の日常的な移動や活動、国内
外からの来街者の利便性の向上を
図るため、多言語化、ピクトグラム
の活用等について、基本的な考え方
などを定めた公共サインガイドライ
ンを策定し、順次、公共サインの整
備を進めます。

Ａ：実施した
公共サインガイドラインに基づき、施設
名の多言語化及び二次元コードを掲載
したサインにリニューアルした。

Ａ：実施した
施設の新規開設（キリンレモンスポーツ
センター）に伴い、サインの表示を変更
した。

Ａ：実施した
施設の新規開設（みらいステップなか
の、中野東中学校）に伴い、サインの表
示を変更した。

Ａ：実施した
学校の統合（みなみの、美鳩、中野第一、令
和小学校）に伴うサインの表示修正を実施
した。

Ａ：実施した
2024年5月の区役所庁舎移転にあたっ
て、新庁舎の表示を修正するために修正
シールを作成した。

企画部

2 ２ 区内を円滑に移動できる交通サービスの検討

2 ２

交通弱者等が区内を円滑に移動で
きる環境整備の方向性を検討する
ために実施した基礎調査の結果を
もとに、区内の交通サービスのあり
方を検討します。

Ａ：実施した
業務委託を実施し、交通サービスのあ
り方を検討した。

Ａ：実施した
業務委託を実施し、2021年度以降の
事業の進め方について検討した。

Ａ：実施した

新たな公共交通サービスの実証実験運
行に向けて地域勉強会の設置やアン
ケート調査を実施し、地域における需
要や意向の把握及び運行ルート等の検
討を行い、事業に関する協定締結候補
者として運行事業者を選定した。

Ａ：実施した

２０２１年度までに把握した地域における
需要や意向をもとに、運行ルート等につい
て関係者調整を進め、2022年１０月～２
０２３年３月に実証実験運行を実施した。

Ａ：実施した

２０２２年１０月～２０２３年３月に実施した
実証運行の検証及び評価を行い、運行
ルート等を改善した上で、２０２３年９月よ
り２０２３年度実証運行を実施した。

都市基盤部

ユニバーサルデザイン推進計画　進捗状況 《主な取組》

主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績

1 １

中野駅周辺まちづくり、西武新宿線
沿線まちづくり、防災まちづくりな
ど、各事業の進捗にあわせた道路の
整備を進めます。

1 １

自転車利用のルールの周知やマ
ナー向上の啓発とともに、各駅周辺
を中心に、放置自転車の指導・警
告、撤去活動を実施します。

2023年度の取組実績

1 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

2 ３ 交通事業者と連携したまちづくり

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部
と協議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部
と協議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部
と協議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部と協
議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部と協
議や助言を行った。

都市基盤部

Ａ：実施した
都市計画道路の整備に向け、道路予備
設計を実施し道路や交通広場構造等を
検討した。

Ａ：実施した
東京都や西武鉄道との進行管理会議
を通じ、交通広場整備に向けて、事業
に関する情報共有を図った。

Ａ：実施した
東京都や西武鉄道との進行管理会議
を通じ、交通広場整備に向けて、事業
に関する情報共有を図った。

Ａ：実施した
東京都や西武鉄道との進行管理会議を通
じ、交通広場整備に向けて、事業に関する
情報共有を図った。

Ａ：実施した
東京都や西武鉄道との進行管理会議を通
じ、交通広場整備に向けて、事業に関する
情報共有を図った。

まちづくり推進
部

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、ユニバーサル
デザインに配慮した、駅前広場の計画
検討及び設計を進めた（南口駅前広
場、西口広場、新北口駅前広場）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、ユニバーサル
デザインに配慮した、駅前広場の計画
検討及び設計を進めた（南口駅前広
場、西口広場、新北口駅前広場）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、ユニバーサル
デザインに配慮した、駅前広場の計画
検討及び設計を進めた（南口駅前広
場、西口広場、新北口駅前広場）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、ユニバーサルデザ
インに配慮した、駅前広場の計画検討及び
設計を進めた（南口駅前広場、西口広場、
新北口駅前広場）。

Ａ：実施した

中野駅周辺においては、ユニバーサルデザ
インに配慮した、駅前広場の計画検討及び
設計を進めた（南口駅前広場、桃園広場
(西口広場)、新北口駅前広場）。

まちづくり推進
部

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部
と協議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部
と協議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部
と協議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部と協
議や助言を行った。

Ａ：実施した
将来管理者として、まちづくり推進部と協
議や助言を行った。

都市基盤部

Ａ：実施した
都市計画道路等の用地管理工事にお
いて、安全な歩行者動線を確保した整
備を実施した。

Ａ：実施した
都市計画道路等の用地管理工事にお
いて、安全な歩行者動線を確保した整
備を実施した。

Ａ：実施した
都市計画道路等の用地管理工事にお
いて、安全な歩行者動線を確保した整
備を実施した。

Ａ：実施した
都市計画道路等の用地管理工事におい
て、安全な歩行者動線を確保した整備を実
施した。

Ａ：実施した
都市計画道路等の用地管理工事におい
て、安全な歩行者動線を確保した整備を実
施した。

まちづくり推進
部

Ａ：実施した
現場において、監視員・誘導員を配置
するなど、利用者の安全・快適に配慮し
ながら工事を進めた。

Ａ：実施した
現場において、監視員・誘導員を配置
するなど、利用者の安全・快適に配慮し
ながら工事を進めた。

Ａ：実施した
現場において、監視員・誘導員を配置
するなど、利用者の安全・快適に配慮し
ながら工事を進めた。

Ａ：実施した
現場において、監視員・誘導員を配置する
など、利用者の安全・快適に配慮しながら
工事を進めた。

Ａ：実施した
現場において、監視員・誘導員を配置する
など、利用者の安全・快適に配慮しながら
工事を進めた。

まちづくり推進
部

2 ４ 利用しやすい駐車場・自転車駐車の整備

Ａ：実施した
区営自転車駐車場で、障害者や特殊車
両等の利用者のため、平置きスペース
の確保に務めた。

Ａ：実施した
区営自転車駐車場で、障害者や特殊車
両等の利用者のため、平置きスペース
の確保に務めた。

Ａ：実施した
自転車駐車場の新設、増設の際、障害
者や特殊車両等の利用者のため、平置
きスペースの確保に務めた。

Ａ：実施した
自転車駐車場の新設、増設の際、障害者や
特殊車両等の利用者のため、平置きスペー
スの確保に務めた。

Ａ：実施した
自転車駐車場の新設、増設の際、障害者や
特殊車両等の利用者のため、平置きスペー
スの確保に務めた。

都市基盤部

Ａ：実施した

各地区のまちづくりにあわせ、駐輪形
式や利用者動線など、利便性に配慮し
た自転車駐車場の整備に向け、計画検
討を進めた。

Ａ：実施した

各地区のまちづくりにあわせ、駐輪形
式や利用者動線など、利便性に配慮し
た自転車駐車場の整備に向け、計画検
討を進めた。

Ａ：実施した

各地区のまちづくりにあわせ、駐輪形
式や利用者動線など、利便性に配慮し
た自転車駐車場の整備に向け、計画検
討を進めた。

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせ、駐輪形式や
利用者動線など、利便性に配慮した自転車
駐車場の整備に向け、計画検討を進めた。

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせ、駐輪形式や
利用者動線など、利便性に配慮した自転車
駐車場の整備に向け、計画検討を進めた。

まちづくり推進
部

－：評価不
能（隔年実
施、事業終
了など）

特定路外駐車場の設置の際に車椅子
使用者用駐車場の設置が義務づけられ
ているが、対象の届出はなかった。

Ａ：実施した
ホームページ及び窓口にガイドライン
に基づくリーフレット掲示し周知を行っ
た。

Ａ：実施した
窓口にガイドラインに基づくリーフレッ
トを置くなど周知を行った。

Ａ：実施した
窓口にガイドラインに基づくリーフレットを
置くなど周知を行った。

Ａ：実施した
窓口にガイドラインに基づくリーフレットを
置くなど周知を行った。

都市基盤部

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせて、ガイド
ラインに基づく駐車場の整備に向け、
計画検討を進めた。

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせて、ガイド
ラインに基づく駐車場の整備に向け、
計画検討を進めた。

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせて、ガイド
ラインに基づく駐車場の整備に向け、
計画検討を進めた。

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせて、ガイドライ
ンに基づく駐車場の整備に向け、計画検討
を進めた。

Ａ：実施した
各地区のまちづくりにあわせて、ガイドライ
ンに基づく駐車場の整備に向け、計画検討
を進めた。

まちづくり推進
部

3 利用しやすく配慮された区有施設づくり

3 １ 区有施設の整備・改修の基本的な考え方の策定

Ｃ：検討中
（実施時期
未定）

中野区区有施設整備計画の策定に向
け、各種検討を進めた。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

中野区区有施設整備計画（素案）を作
成し、区有施設の再編及び更新・保全
の基本方針において、ユニバーサルデ
ザインへの対応、バリアフリー改修につ
いて考え方を整理した。

Ａ：実施した

中野区区有施設整備計画を2021年
10月に策定し、区有施設の再編及び更
新・保全の基本方針において、ユニバー
サルデザインへの対応、バリアフリー改
修について考え方を整理した。

Ａ　実施した

中野区区有施設整備計画を2021年10月
に策定し、区有施設の再編及び更新・保全
の基本方針において、ユニバーサルデザイ
ンへの対応、バリアフリー改修について考
え方を整理した。

ー：評価不能
(隔年実施、
事業終了な
ど）

- 企画部

Ａ：実施した

新築の設計用に、利用者が使いやすい
施設を目指し、ユニバーサルデザイン
等を含めた設計条件要求仕様書を作
成した。

Ａ：実施した

施設の使用状況を確認し、改善すべき
点について設計条件要求仕様書の更
新を行った。

Ａ：実施した

施設の使用状況を確認し、改善すべき
点について設計条件要求仕様書の更
新を行った。

Ａ：実施した

施設の使用状況を確認し、改善すべき点に
ついて設計条件要求仕様書の更新を行っ
た。

Ａ：実施した

施設所管と共に建物の用途や利用状況を
確認し、設計予条件について取りまとめを
行い整備を進めた。

総務部

－：評価不
能（隔年実
施、事業終
了など）

該当案件なし

－：評価不
能（隔年実
施、事業終
了など）

企画部等から協議依頼があったときに
部内取りまとめを行う。

Ａ：実施した

トイレの整備や改修を進めるため、ユニ
バーサルデザインのまちづくり緊急推
進事業補助金（都補助金）について庁
内に周知し、申請等のとりまとめを
行った。

Ａ　実施した
トイレの整備や改修を進めるため、公共トイ
レへの介助用大型ベッド設置促進事業補
助金（都補助金）について庁内に周知した。

Ａ　実施した
トイレの整備や改修を進めるため、トイレの
出入口表示整備への補助金（都補助金）に
ついて庁内に周知した。

健康福祉部

Ａ：実施した

・基本的な考え方等は別途定めず、課
の職員が施設に出向き、各施設毎の課
題点及び工事が必要な箇所を判断の
上、整備実施。
・施設職員とも連携をとり、整備・改修
を進めた。

Ａ：実施した

・基本的な考え方等は別途定めず、課
の職員が施設に出向き、各施設毎の課
題点及び工事が必要な箇所を判断の
上、整備実施。
・施設職員とも連携をとり、整備・改修
を進めた。

Ａ：実施した

・基本的な考え方等は別途定めず、課
の職員が施設に出向き、各施設毎の課
題点及び工事が必要な箇所を判断の
上、整備実施。
・施設職員とも連携をとり、整備・改修
を進めた。

Ａ：実施した

・基本的な考え方等は別途定めず、課の職
員が施設に出向き、各施設毎の課題点及
び工事が必要な箇所を判断の上、整備実
施。
・施設職員とも連携をとり、整備・改修を進
めた。

Ａ：実施した

・基本的な考え方等は別途定めず、課の職
員が施設に出向き、各施設毎の課題点及
び工事が必要な箇所を判断の上、整備実
施。
・施設職員とも連携をとり、整備・改修を進
めた。

子ども教育部

Ａ：実施した
・中野区立小中学校施設整備計画に基
づく整備実施
・トイレ洋式化工事の実施

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画に基
づく整備実施
・中野区立小中学校施設整備計画(改
定版)への取組
・トイレ洋式化工事の実施

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画(改
定版)の作成
・中野区立小中学校施設整備計画(改
定版)に基づく整備実施
・トイレ洋式化工事の実施

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画(改定
版)に基づき、整備を実施した。
・トイレ洋式化工事を計画的に実施し、ほぼ
全ての小中学校でトイレ洋式化工事が完了
した。

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画(改定
版)に基づき、整備を実施した。
・トイレ洋式化工事を計画的に実施し、ほぼ
全ての小中学校でトイレ洋式化工事が完了
した。

教育委員会事務
局

Ａ：実施した
トイレ洋式化工事のしゅん工後、利用者
の使用状況を確認を行った。

Ａ：実施した
3施設の新築工事のしゅん工後、利用
者の使用状況を確認した。

Ａ：実施した
3施設の新築工事のしゅん工後、利用
者の使用状況を確認した。

Ａ：実施した
3施設の新築工事のしゅん工後、利用者の
使用状況を確認した。

Ａ：実施した
新築や改修した施設について、施設所管に
使用状況や改善点がないか確認する。

総務部

Ａ：実施した
改修施設等への定期的な訪問による検
証

Ａ：実施した
改修施設等への定期的な訪問による検
証

Ａ：実施した
改修施設等への定期的な訪問による検
証

Ａ：実施した 改修施設等への定期的な訪問による検証 Ａ：実施した 改修施設等への定期的な訪問による検証 子ども教育部

Ａ：実施した
改修施設等への定期的な訪問による検
証

Ａ：実施した
改修施設等への定期的な訪問による検
証

Ａ：実施した
改修施設等への定期的な訪問による検
証

Ａ：実施した 改修施設等への定期的な訪問による検証 Ａ：実施した 改修施設等への定期的な訪問による検証
教育委員会事務
局

2 ３

交通事業者や東京都などと調整・連
携等しながら、ユニバーサルデザイ
ンに配慮した、駅周辺の交通広場の
整備などを進めます。

2 ３
工事中も全ての人が安全・快適に利
用できるよう配慮して工事を進め
ます。

2 ４
全ての人が利用しやすいよう配慮し
た自転車駐車場の整備を進めます。

2 ４
「障害者等駐車区画の適正利用に向
けたガイドライン」（東京都）に基づ
く駐車場の整備を促進します。

3 １

区有施設は、「都立建築物のユニ
バーサルデザイン導入ガイドライン」
（東京都）に基づき整備を進めてき
ましたが、トイレなど、建物の用途や
利用者の状況等により特に配慮が
必要な設備等については、区として
の基本的な考え方などを別途定め、
整備や改修を進めます。

3 １
整備・改修した施設の事後検証を実
施します。

2 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

3 ２ 利用しやすい区有施設の整備・改修

Ａ：実施した
設計条件要求仕様書を基に2施設の新
築の実施設計を行った。

Ａ：実施した
設計条件要求仕様書を基に、また改善
すべき点を踏まえ、4施設の新築の実
施設計を行った。

Ａ：実施した
設計条件要求仕様書を基に、また改善
すべき点を踏まえ、4施設の新築の実
施設計を行った。

Ａ：実施した
設計条件要求仕様書を基に、また改善すべ
き点を踏まえ、4施設の新築の実施設計を
行い､2022年度工事中である。

Ａ：実施した

設計条件要求仕様書を基に区民活動セン
ター1施設、小学校2校、中学校１校の基
本・実施設計を進めており、小学校1校、中
学校1校が工事中である。また、鷺の杜小
学校及び中野区新庁舎が竣工した。

総務部

Ａ：実施した
区立保育園・幼稚園各施設毎の課題点
を解消する改修工事を実施した。

Ａ：実施した
区立保育園・幼稚園各施設毎の課題点
を解消する改修工事を実施した。

Ａ：実施した
区立保育園・幼稚園各施設毎の課題点
を解消する改修工事を実施した。

Ａ：実施した
区立保育園・幼稚園各施設毎の課題点を
解消する改修工事を実施した。

Ａ：実施した
区立保育園・幼稚園各施設毎の課題点を
解消する改修工事を実施した。

子ども教育部

Ａ：実施した
中野区立小中学校施設整備計画に基
づく新校舎整備の実施（設計及び工事）

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画に基
づく新校舎整備の実施（設計及び工事）
・新校舎使用開始（美鳩小、みなみの
小）

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画（改
定版）に基づく新校舎整備の実施（設計
及び工事）
・新校舎使用開始（中野第一小学校、中
野東中学校）

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画（改定
版）に基づく新校舎整備の実施（設計及び
工事）
・新校舎使用開始（令和小学校）

Ａ：実施した

・中野区立小中学校施設整備計画（改定
版）に基づく新校舎整備の実施（設計及び
工事）
・新校舎竣工（鷺の杜小学校）

教育委員会事務
局

― ― ― ― ― ― ― ― Ａ：実施した

（総務部）
２０２４年２月末に中野区役所新庁舎が
竣工。バリアフリー法や都条例、都立建
築物のユニバーサルデザイン導入ガイ
ドライン等に照らし合わせ、必要な安全
性を確保している。

各部

3 ２
施設整備・改修に伴って、備品など
ユニバーサルデザインの視点で配慮
された商品の活用を進めます。

Ａ：実施した

（区民部）
【もみじ山文化センター】
・車イス購入
・施設案内表示多言語化

Ａ：実施した

（区民部）
【もみじ山文化センター】
・西館トイレ　スティックラバー(杖置き）
設置

Ａ：実施した
（区民部）
なかのZEROトイレのベビーシート、ベ
ビーチェアの更新（計４か所）

Ａ：実施した
（区民部）
なかのZEROトイレのベビーシート、ベ
ビーチェアの更新（計４か所）

Ａ：実施した

（総務部）
新庁舎に整備する什器・備品等につい
ては、誰もが安全で使いやすい製品を
選定している。

各部

4 利用しやすく配慮された民間施設・住宅づくり

4 １ 利用しやすい民間施設の誘導・整備の支援

Ａ：実施した

・中野区バリアフリー基本構想の「特定
事業」について進捗調査を行った。ま
た、調査結果をまとめ、中野区のHPに
て公開した。
・東京都の「ユニバーサルデザインのま
ちづくり緊急推進事業要綱」の対象事
業である「ユニバーサルデザインのまち
づくり住民参加推進事業」にて、公園及
び付属するトイレの改修を行うための
まちあるき点検業務を遂行した。

Ａ：実施した

中野区バリアフリー基本構想の「特定
事業」について、進捗調査を行った。ま
た、調査結果をまとめ、中野区のHPに
て公開した。

Ａ：実施した

中野区バリアフリー基本構想の「特定
事業」について、進捗調査を行った。ま
た、調査結果をまとめ、中野区のHPに
て公開した。

Ａ：実施した
中野区バリアフリー基本構想の「特定事業」
について、進捗調査を行った。また、調査
結果をまとめ、中野区のHPにて公開した。

Ａ：実施した
中野区バリアフリー基本構想の「特定事業」
について、進捗調査を行った。また、調査
結果をまとめ、中野区のHPにて公開した。

都市基盤部

Ｄ：未着手
（検討して
いない）

Ａ：実施した

西武新宿線（中井駅～野方駅間）連続
立体交差事業の事業期間が延長され
たが、今後も都（事業主体）・西武鉄道
と連携し、事業を早期に実現できるよ
う取り組んでいく。

Ａ：実施した

西武新宿線（中井駅～野方駅間）連続
立体交差事業の事業期間が延長され
たが、今後も都（事業主体）・西武鉄道
と連携し、事業を早期に実現できるよ
う取り組んでいく。

Ａ：実施した

西武新宿線（中井駅～野方駅間）連続立体
交差事業の事業期間が延長されたが、今
後も都（事業主体）・西武鉄道と連携し、事
業を早期に実現できるよう取り組んでい
く。

Ａ：実施した

西武新宿線（中井駅～野方駅間）連続立体
交差事業について、今後も都（事業主体）・
西武鉄道と連携し、事業を早期に実現でき
るよう取り組んでいく。

まちづくり推進
部

Ａ：実施した
中野駅のバリアフリー化に向け、西側
南北通路・橋上駅舎の整備を進めた。

Ａ：実施した
中野駅のバリアフリー化に向け、西側
南北通路・橋上駅舎の整備を進めた。

Ａ：実施した
中野駅のバリアフリー化に向け、西側
南北通路・橋上駅舎の整備を進めた。

Ａ：実施した
中野駅のバリアフリー化に向け、西側南北
通路・橋上駅舎の整備を進めた。

Ａ：実施した
中野駅のバリアフリー化に向け、西側南北
通路・橋上駅舎の整備を進めた。

まちづくり推進
部

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例施行規則
の改正により整備基準等が変更された
ため、要綱の改正を行った。

Ａ：実施した
バリアフリー法の改正により号ずれが
生じたため、要綱の改正を行った。

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例施行規則
の改正に伴い、要綱の改正を行った。

Ａ：実施した

2023年度の東京都福祉のまちづくり条
例施行規則の改正及び施設整備マニュア
ル改訂について、区としての意見を調整し
取りまとめ、東京都へ回答した。

Ａ：実施した

「東京都福祉のまちづくり条例施行規則」
の一部改正に伴う「中野区福祉のまちづく
りのための環境整備要綱」の一部改正と、
2023年度東京都作成の「当事者参画で
進めるユニバーサルデザインの施設づくり
ハンドブック」について、庁内所管部署に周
知した。

健康福祉部

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例の施設整
備基準に適合するよう、区内の新築・改
修工事の審査を３８件行った。

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例の施設整
備基準に適合するよう、区内の新築・改
修工事の審査を２２件行った。

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例の施設整
備基準に適合するよう、区内の新築・改
修工事の審査を２２件行った。

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例の施設整備
基準に適合するよう、区内の新築・改修工
事の審査を31件行った。

Ａ：実施した
東京都福祉のまちづくり条例の施設整備
基準に適合するよう、区内の新築・改修工
事の審査を3２件行った。

都市基盤部

4 １

だれでもトイレ設置、障害者・高齢者
用サイン表示、授乳・おむつ替え等
スペースの設置などの事業につい
て、商店街に周知・情報提供を行
い、事業を誘導します。

Ａ：実施した
事業実施主体である区内全商店街に
補助制度の案内（マニュアル）を配布
し、ＰＲを行った。

Ａ：実施した
事業実施主体である区内全商店街に
補助制度の案内（マニュアル）を配布
し、ＰＲを行った。

Ａ：実施した
事業実施主体である区内全商店街に
補助制度の案内（マニュアル）を配布
し、ＰＲを行った。

Ａ　実施した
事業実施主体である区内全商店街に補助
制度の案内（マニュアル）を配布し、ＰＲを
行った。

Ａ　実施した
事業実施主体である区内全商店街に補助
制度の案内（マニュアル）を配布し、ＰＲを
行った。

区民部

4 １
公衆浴場の改修（バリアフリー化等）
に必要な経費の一部を補助します。

Ａ：実施した

公衆浴場設備改善資金助成金を13浴
場に、はつらつ事業施設改修費補助金
を1浴場に助成し、区民の誰もが利用し
やすい公衆浴場の利用機会の確保と公
衆衛生向上及び健康増進に寄与した。

Ａ：実施した

公衆浴場設備改善資金助成金を1４浴
場に、健康増進型公衆浴場改築等助成
金を１浴場に助成し、区民の誰もが利
用しやすい公衆浴場の安全な利用機会
の確保と公衆衛生向上及び健康増進
に寄与した。

Ａ：実施した

公衆浴場設備改善資金助成金を13浴
場に、健康増進型公衆浴場改築等助成
金を2浴場に助成し、区民の誰もが利
用しやすい公衆浴場の安全な利用機会
の確保と公衆衛生向上及び健康増進
に寄与した。

Ａ：実施した

公衆浴場設備改善資金助成金を1４浴場
に、はつらつ事業施設改修費補助金を１浴
場に助成し、区民の誰もが利用しやすい公
衆浴場の安全な利用機会の確保と公衆衛
生向上及び健康増進に寄与した。

Ａ：実施した

公衆浴場設備改善資金助成金を12浴場
に、健康増進型公衆浴場改築等助成金を２
浴場に助成し、区民の誰もが利用しやすい
公衆浴場の安全な利用機会の確保と公衆
衛生向上及び健康増進に寄与した。

健康福祉部

3 ２

区有施設や小中学校の整備・改修
は、「都立建築物のユニバーサルデ
ザイン導入ガイドライン」（東京都）を
踏まえ、区が定める区有施設の整
備・改修の基本的な考え方に沿って
整備を進めます。

4 １

中野区バリアフリー基本構想の「重
点整備地区における施設別のバリ
アフリー化の方針」に基づき障害者
や高齢者をはじめ全ての人が使い
やすいよう配慮された施設の誘導
を進めます。

4 １
中野区福祉のまちづくりのための
環境整備要綱に基づき、小規模施
設の整備・改善を誘導します。

3 
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理念
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方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

4 ２ 快適に暮らせる住宅の誘導・整備の支援

4 ２

高齢者等が安心して暮らしていける
よう、サービス付高齢者向け住宅を
整備・誘導するとともに、東京シニア
円滑入居賃貸住宅の登録促進を
図っていきます。

Ａ：実施した

【サービス付高齢者向け住宅】
２０１４年度～２０１８年度にかけて、区
内４ヶ所に整備・誘導済み。

【東京シニア円滑入居賃貸住宅】
登録数　1,740戸

Ａ：実施した

【サービス付高齢者向け住宅】
２０１９年度から変更なし

【東京シニア円滑入居賃貸住宅】
本制度は、２０20年３月末をもって制
度終了となった。２０２０年度より類似
制度である「住宅セーフティネット制
度」へ移行した。（２０２０年度末の登録
数は５８５戸）

Ａ：実施した

【サービス付高齢者向け住宅】
・サービス付き高齢者向け住宅の整備
を検討している事業者の相談に応じ
た。
・住み替え相談において、相談者の状
況に応じてサービス付き高齢者向け住
宅の情報提供を行った。

【東京シニア円滑入居賃貸住宅】
本制度は、２０20年３月末をもって制
度終了となった。２０２０年度からは類
似制度である「住宅セーフティネット制
度」へ移行した。（２０２1年度末の登録
数は622戸）

Ａ：実施した

【サービス付高齢者向け住宅】
・サービス付き高齢者向け住宅の整備を検
討している事業者の相談に応じた。
・住み替え相談において、相談者の状況に
応じてサービス付き高齢者向け住宅の情
報提供を行った。

【東京シニア円滑入居賃貸住宅】
本制度は、２０20年３月末をもって制度終
了となった。２０２０年度からは類似制度で
ある「住宅セーフティネット制度」へ移行し
た。（２０２2年度末の登録数は670戸）

Ａ：実施した

【サービス付高齢者向け住宅】
・サービス付き高齢者向け住宅の整備を検
討している事業者の相談に応じた。
・住み替え相談において、相談者の状況に
応じてサービス付き高齢者向け住宅の情
報提供を行った。

【東京シニア円滑入居賃貸住宅】
本制度は、２０20年３月末をもって制度終
了となった。２０２０年度からは類似制度で
ある「住宅セーフティネット制度」へ移行し
た。（2023年度末の登録数は６７９戸）

都市基盤部

4 ２

高齢者等の住宅確保と木造賃貸住
宅のバリアフリー化促進のための大
家さん向けのセミナーを実施しま
す。

Ａ：実施した

不動産事業者と賃貸物件オーナーを対
象に、１２月６日（金）に中野区と居住支
援法人の共催で開催。住宅セーフティ
ネット制度の周知、高齢化社会におけ
る賃貸住宅市場の状況、今後求められ
るセーフティネット等の他、賃貸住宅の
バリアフリー化も含めた今後の居住支
援の取組のあり方等についてそれぞれ
講師による講演を行った。

Ａ：実施した

居住支援協議会の設立準備として、高
齢者を含む住宅確保要配慮者への民
間賃貸住宅への入居支援の必要性な
ど、国土交通省の支援を受け、住宅部
門、福祉部門の関係団体や職員向けに
勉強会を２回開催した。

Ａ：実施した

居住支援協議会の運営を支援し、連携
して高齢者等の住宅確保要配慮者及び
民間賃貸住宅オーナー等に対する居住
支援制度等の情報提供やセーフティ
ネット住宅の普及啓発を行った。

Ａ　実施した

居住支援協議会の運営を支援し、連携して
高齢者等の住宅確保要配慮者及び民間賃
貸住宅オーナー等に対する居住支援制度
等の情報提供やセーフティネット住宅の普
及啓発を行った。

Ａ　実施した

居住支援協議会の運営を支援し、連携して
高齢者等の住宅確保要配慮者及び民間賃
貸住宅オーナー等に対する居住支援制度
等の情報提供やセーフティネット住宅の普
及啓発を行った。

都市基盤部

4 ２

空家等対策基本計画を策定し、計画
に基づく空家等関連事業や（仮称）
住まい対策推進協議会による住ま
いの総合相談事業を実施します。

Ｃ：検討中
（実施時期
未定）

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

空き家予防のための相談窓口事業の
検討を行った。

Ａ：実施した

・民間団体と連携し、法律や不動産活
用、建物の改修等の専門的な内容に対
応可能な空き家電話相談窓口を開設し
た。
・居住支援協議会や民間団体等と連携
し、住まいに関する相談会やセミナー
を実施した。

Ａ　実施した

・民間団体と連携し、法律や不動産活用、
建物の改修等の専門的な内容に対応可能
な空き家電話相談窓口を運営した。
・居住支援協議会や民間団体等と連携し、
住まいに関する相談会やセミナーを実施し
た。

Ａ　実施した

・民間団体と連携し、法律や不動産活用、
建物の改修等の専門的な内容に対応可能
な空き家電話相談窓口を運営した。
・居住支援協議会や民間団体等と連携し、
住まいに関する相談会やセミナーを実施し
た。

都市基盤部

ソフト 5 利用しやすくわかりやすい区のサービスづくり

5 １ 全ての人が円滑に利用できるサービス・事業の充実

Ａ：実施した

【行政サービス総点検】
窓口環境のユニバーサルデザインにつ
いて全庁的に調査をし、点検を行った。
また、中野区改善運動「ちょこっと改善
提案」と連携し、上記点検結果の改善を
各課に促した。

Ａ：実施した

【行政サービス総点検】
すべての人にとってわかりやすいサー
ビスの提供のために、申請書類や案内
書類について全庁的に調査をし、点検
を行った。また、中野区改善運動「ちょ
こっと改善提案」と連携し、上記点検結
果の改善を各課に促した。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

Ａ：実施した
ユニバーサルデザインの観点から、イベント
開催時の注意点を全庁に周知し、見直し・
改善を促した。

Ａ：実施した
ユニバーサルデザインの観点から、窓口対
応時の注意点を全庁に周知し、見直し・改
善を促した。

企画部

Ａ：実施した

（地域支えあい推進部）
聴覚や、発語に障害のある方向けに、
コミュニケーションボード（磁気ボード）
を用意した。

（環境部）
・審議会、子ども向け啓発事業に手話
通訳対応の予算措置を行っている。
・区民に対して書類の記載を求める場
合等については、今後も職員がマン
ツーマンで対応するよう努めていく。

（選挙管理委員会事務局）
筆談用のボードを窓口に設置し、申込
み手続の利便性向上に努めた。

Ａ：実施した

（区民部）
庁内窓口をはじめ、庁外窓口や区立学
校へＡＩ多言語通訳システムを導入し
た。

Ａ：実施した

（区民部）
2020年度より導入したAI多言語通
訳システムについて、職員が利用しや
すいよう運用を見直した。

（選挙管理委員会事務局）
筆談用のボードを窓口に設置し、申込
み手続き等の利便性向上に努めた。
また新型コロナウイルスの飛沫感染防
止のため、窓口にアクリル板を設置し
ている。

Ａ：実施した

（教育委員会事務局）
小・中学校一年生を対象に実施している心
臓病検診の調査票について、多言語（英
語、中国語、韓国・朝鮮語、ネパール語、
ミャンマー語）に翻訳を行った。

（区民部）
区役所１階総合案内窓口をはじめとした窓
口のある庁内各課、各地域事務所、各すこ
やか福祉センター、各小中学校等に音声機
械通訳機能と三者間通訳機能を搭載した
タブレット５４台を配備。機械通訳、三者間
通訳において英語、中国語、ネパール語の
使用が多い。機械通訳においては年間で
2,712件、三者間通訳においては年間で
３１４件利用されている。

Ａ：実施した

（区民部）
令和６年度特別区民税・都民税申告書発送
（当初）にかかる封筒に音声コード「Ｕｎｉ－
Ｖｏｉｃｅ」を印字した。
発送分：13,738枚
区納品分：６,000枚

（教育委員会事務局）
・就学時健康診断のお知らせをタガログ
語、ネパール語、ミャンマー語、英語、韓国
語、中国語に翻訳。
・就学時健康診断票をタガログ語、ネパー
ル語、ミャンマー語に翻訳。

各部

Ａ：実施した

【申請書・証明書等における性別記載
の点検】
区民に提出を求める申請書等及び区
民に交付する証明書等のうち、性別の
記載を求めている書類を調査対象とす
る。性別記載の必要性の有無、削除・見
直しの可否について調査及び点検を
行った。

Ａ：実施した

【申請書・証明書等における性別記載
の点検】
2019年度と同様の点検を行う。

【行政サービス総点検】
使用している申請書等の書類がユニ
バーサルデザインであるか点検を行っ
た。また、中野区改善運動「ちょこっと
改善提案」と連携し、上記点検結果の
改善を各課に促した。

Ａ：実施した
【申請書・証明書等における性別記載
の点検】
前年度と同様に点検を行う。

Ａ：実施した
【申請書・証明書等における性別記載の点
検】
前年度と同様に点検を行った。

Ａ：実施した
【申請書・証明書等における性別記載の点
検】
前年度と同様に点検を行った。

企画部

Ａ：実施した
（地域支えあい推進部）
申請書や、区民・事業者向けの書類を
わかりやすくなるよう見直しを図った。

Ａ：実施した

（地域支えあい推進部）
申請書や、区民・事業者向けの書類を
わかりやすくなるよう見直しを図った。

（選挙管理委員会事務局）
見直しの結果、申請書に記入例がない
ものが判明したので、記入例を作成し
た。

Ａ：実施した

（区民部）
・「施設利用者登録申込書」の書き方見
本を窓口に設置した（ZERO本館）。
・「施設利用者登録申込用紙」にルビを
つけた用紙を使用している（ZERO本
館）。

（選挙管理委員会事務局）
申請書の記入について、よりわかりや
すいように修正した。

― ― Ａ：実施した

（環境部）
・従来は紙での申請だった建築リサイク
ル法に基づく届出をLoGoフォーム対
応とすることで、記入例が同時に表示
できるなど申請者が見やすく、記入し
やすいものとした。
・従来は窓口に台帳を置いて情報提供
をしていた工場・指定作業場台帳をHP
公開することで、区内での土地購入や
売買時に必要な土壌汚染対策に関わる
情報が見やすくなった。

各部

5 １

区が提供する各種サービス・事業に
ついて、手話通訳やタブレット端末
による多言語通訳・翻訳の活用を進
めるほか、案内方法、申込み手続や
サービスの提供方法・窓口の環境等
の点検・見直し・改善を進めます。

5 １

申請書類等の様式や記入要領・記入
例などが全ての人にとって見やすく
わかりやすいものとなるよう点検・
見直し・改善を進めます。

4 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

Ａ：実施した
行政手続における電子申請の利用割
合：６２．２％

Ａ：実施した
行政手続における電子申請の利用割
合：５９．２％

Ａ：実施した
行政手続における電子申請の利用割
合：６９．５％

Ａ：実施した
行政手続における電子申請の利用割合：
73.5%

Ａ：実施した
行政手続における電子申請の利用割合：
74.0%

総務部

Ａ：実施した

（地域支えあい推進部）
地域活動コーディネーター養成講座の
参加申し込み及び、公益活動団体の取
組における寄付を電子申請でも受け付
けた。

（環境部）
電子申請ができる事業については、見
直しを検討した。ただし、公害対策関連
の申請添付書類は、数と量が多く電子
申請に適さない。

Ａ：実施した

（環境部）
現行では公害対策関連の電子申請は
適さないが、メール申請を始めた自治
体の運用などの情報を収集し、採用す
るか検討した。
高断熱建築認証制度の電子申請を追
加した。

Ａ：実施した
（選挙管理委員会事務局）
すでに電子申請ができる手続きは電子
申請手続きが可能となっている。

Ａ：実施した

（企画部）
・イベント開催時には電子申請手続での受
付を検討・実施している。
・新たに性的マイノリティ相談事業で電子
申請手続での受付を開始した。

Ａ：実施した

（環境部）
・建設リサイクル法に基づく届出を紙で
の窓口申請からLoGoフォーム対応と
することで、届出をする事業者及び発
注主である区民がいつでもどこでも申
請できるようになり、窓口来庁者数も
減少しサービスの向上につながった。
・工場・指定作業場台帳は従来は窓口
でしか確認できなかったが、HP公開す
ることで、区内での土地購入や売買時
に必要な土壌汚染対策に関わる情報を
入手しやすくした。

各部

Ａ：実施した

【行政サービス総点検】
窓口環境のユニバーサルデザインにつ
いて全庁的に調査をし、点検を行った。
また、中野区改善運動「ちょこっと改善
提案」と連携し、上記点検結果の改善を
各課に促した。

Ａ：実施した

【行政サービス総点検】
すべての人にとってわかりやすいサー
ビスの提供のために、申請書類や案内
書類について全庁的に調査をし、点検
を行った。また、中野区改善運動「ちょ
こっと改善提案」と連携し、上記点検結
果の改善を各課に促した。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
・ユニバーサルデザインやユニバーサル
デザインの視点で配慮された商品につ
いて広く理解を得るため、中野区役所
ロビー及び中野駅ガード下ギャラリー
にて普及啓発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示し
た。

Ａ　実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
・ユニバーサルデザインやユニバーサルデ
ザインの視点で配慮された商品について
広く理解を得るため、明治大学中野キャン
パスでの催事内で普及啓発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示した。

Ａ　実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインやユニバーサルデザ
インの視点で配慮された商品について広く
理解を得るため、明治大学中野キャンパス
での催事内及び中野駅ガード下ギャラリー
でパネルとユニバーサルデザイン製品展示
による普及啓発を行った。

【区有施設のユニバーサルデザイン製品の
設置】
区民活動センターの調理室にユニバーサル
デザイン製品を設置した。区民がユニバー
サルデザイン製品を実際に使用する機会
を創出し、普及啓発を行った。

企画部

Ａ：実施した
（環境部）
適宜見直し、改善を行った。

Ａ：実施した
（環境部）
申請窓口にローカウンターを追加整備
した。

― ― ― ― Ａ：実施した

（総務部）
新庁舎の窓口カウンターや待合スペー
ス等、来庁者が利用する什器について
は、ユニバーサルデザインに配慮し、誰
もが安全で使いやすい製品を選定して
いる。

各部

5 ２ 災害時の迅速な情報提供と要支援者への配慮

Ａ：実施した

【災害時個別避難支援計画書実績】
令和元年度末
調査対象者34,891人
調査修了者31,318人
計画作成者14,173人

Ａ：実施した

【災害時個別避難支援計画書実績】
令和2年度末
調査対象者35,436人
調査修了者31,909人
計画作成者15,501人

Ａ：実施した

【災害時個別避難支援計画書実績】
令和3年度末
調査対象者35,874人
調査修了者33,360人
計画作成者16,644人

Ａ：実施した

【災害時個別避難支援計画書実績】
令和４年度末
調査対象者３６，１０８人
調査修了者３４，３９９人
計画作成者16,７６９人

Ａ：実施した

【災害時個別避難支援計画書実績】
令和5年度末
調査対象者   35,332人
調査終了者   33,103人
計画書作成者16,578人

地域支えあい推
進部

Ａ：実施した
防災行政無線の屋外拡声子局の戸別
受信機を要配慮者施設へ設置（9施設）

Ａ：実施した

・防災行政無線の屋外拡声子局の戸別
受信機を要配慮者施設へ設置（12施
設）
・ハザードマップの多言語化を実施

Ａ：実施した

・防災行政無線の屋外拡声子局の戸別
受信機を要配慮者施設へ設置（11施
設）
・ハザードマップの多言語化を実施

Ａ：実施した
・防災行政無線の屋外拡声子局の戸別受
信機を要配慮者施設へ設置（11施設）
・ハザードマップの多言語化を実施

Ａ：実施した
・防災行政無線の屋外拡声子局の戸別受
信機を要配慮者施設へ設置（11施設）
・ハザードマップの多言語化を実施

総務部

5 ３ ユニバーサルデザインに配慮した計画の策定

Ａ：実施した
ユニバーサルフォントの活用などによ
り見やすさに配慮した。音声コード対応
は、今後も検討を続ける。

Ａ：実施した
ユニバーサルフォントの活用などによ
り見やすさに配慮した。音声コード対応
は、今後も検討を続ける。

Ａ：実施した
ユニバーサルフォントの活用などによ
り見やすさに配慮した。音声コード対応
は、今後も検討を続ける。

Ａ：実施した
ユニバーサルフォントの活用などにより見
やすさに配慮した。音声コード対応は、今
後も検討を続ける。

Ａ：実施した

・ユニバーサルフォントの活用などにより
見やすさに配慮した。
・2024年２月に策定したユニバーサルデ
ザイン推進計画（第２次）に音声コードを導
入した。

企画部

Ａ：実施した

（地域支えあい推進部）
「中野区再犯防止推進計画」の策定に
向け、わかりやすい概要版や音声コー
ドの導入についても検討した。

Ａ：実施した

（地域支えあい推進部）
「中野区再犯防止推進計画」概要版を
作成し、全ての漢字にフリガナを付け
たほか、音声コードも導入した

Ａ：実施した

（区民部）
中野区生涯学習スポーツ情報紙「ない
せす」において、音声版である「声のな
いせす」を視覚障害者向けに発行して
いる。

Ａ：実施した
（地域支えあい推進部）
「災害時個別避難支援計画書」の送付用封
筒に音声コードの印字を行った。

Ａ：実施した

（健康福祉部）
健康福祉総合推進計画について、概要版
を作成するとともに、音声コードを付与し
た。

各部

6 地域で気軽に楽しく学べる場づくり

6 1 スポーツ・健康づくりを楽しめる環境の拡充

6 １

高齢者や障害者をはじめ全ての人
が仲間とともに交流しながらスポー
ツ・健康づくりを楽しめる環境づく
りを進めます。

Ａ：実施した

中部及び南部に加え、鷺宮にスポーツ・
コミュニティプラザを開設し、年代、性
別、障害の有無を問わず、スポーツに
取り組めるよう事業を展開した。

Ａ：実施した

平和の森公園内に中野区立総合体育
館を開設し、多様で幅広い世代の区民
が、スポーツや健康づくりを楽しめる
環境を整備した。

Ａ：実施した

各スポーツ施設等において、多様で幅
広い世代の区民が、スポーツや健康づ
くりを楽しめる教室事業やイベント等
を実施した。

Ａ：実施した
各スポーツ施設等において、多様で幅広い
世代の区民が、スポーツや健康づくりを楽
しめる教室事業やイベント等を実施した。

Ａ：実施した
各スポーツ施設等において、多様で幅広い
世代の区民が、スポーツや健康づくりを楽
しめる教室事業やイベント等を実施した。

健康福祉部

6 １

高齢者を対象とした「元気アップシ
リーズ」（体操・運動・測定）の普及・
拡充などに取組むとともに、地域に
おける住民主体の高齢者のための
通いの場づくりの支援を進めます。

Ａ：実施した

【なかの元気アップ体操ひろば】
週1回1時間程度、民間施設6箇所
延5,507人が参加

【住民主体サービス実施団体】
・通所型-１９団体
・訪問型-2団体

Ａ：実施した

新型コロナウイルスの感染拡大により
休止及び実施内容を一部変更して実施

【なかの元気アップ体操ひろば】
週1回30分の入替制、民間施設6箇所
のほか、オンラインでも実施。延
2,364人が参加

【住民主体サービス実施団体】
・通所型-18団体
・訪問型-2団体

Ａ：実施した

【なかの元気アップ体操ひろば】
週1回30分の前後半入替制、民間施設
6箇所のほか、オンラインでも実施。新
型コロナウイルス感染症の影響により
会場開催ができない場合も代替として
オンラインで実施。延3,677人が参加

【住民主体サービス実施団体】
・通所型-18団体
・訪問型-2団体

Ａ：実施した

【なかの元気アップ体操ひろば】
週1回30分の前後半入替制、民間施設6
か所のほか、オンラインでも実施。新型コロ
ナウイルス感染症の影響により会場開催が
できない場合も代替としてオンラインで実
施。延5,855人が参加

【住民主体サービス実施団体】
・通所型-20団体
・訪問型-1団体

Ａ：実施した

【なかの元気アップ体操ひろば】
週1回30分の前後半入替制、民間施設6
か所のほか、オンラインでも実施。延
6,863人が参加

【住民主体サービス実施団体】
・通所型-2１団体
・訪問型-1団体

地域支えあい推
進部

5 １

いつでもどこでも必要な行政サー
ビスの手続ができるよう電子申請
手続の拡大やスマートフォン対応な
どを進めます。

5 １

区の窓口や施設等で区民が利用す
る机・椅子等の備品、文房具等につ
いて、ユニバーサルデザインの視点
で配慮された商品の活用を進めま
す。

5 ２

迅速かつ確実に情報が伝わるよう、
多様な手法・手段による災害情報の
発信を進めます。避難所単位で避難
行動要支援者名簿を作成するとと
もに、災害時個別避難支援計画書
の作成・更新を進め、避難支援や避
難所運営において、要支援者の状
況に応じた必要な支援や対応を進
めます。

5 ３

区が策定する各種計画や方針にユ
ニバーサルデザインの視点を盛り込
むとともに、計画等の内容をわかり
やすく伝えるための概要版の作成
や音声コードの導入を進めます。

5 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

6 ２ 全ての人が学べる環境の拡充

6 ２

歴史民俗資料館は、常設展示等を
更新し多言語化などを進めるとと
もに、トイレを改修し、誰でも楽しく
学べる場としての環境を整備しま
す。

Ａ：実施した

・常設展示の解説パネル一部に英語で
の併記を行った。また館内案内のリー
フレットについて、日本語版と英語版の
２種類を作成した。
・なお、トイレの改修は2018年度に実
施済みである。

－：評価不
能（隔年実
施、事業終
了など）

－

－：評価不
能（隔年実
施、事業終
了など）

－

－：評価不能
（隔年実施、
事業終了な
ど）

－

－：評価不能
（隔年実施、
事業終了な
ど）

－ 区民部

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・安全で快適に利用できる高齢者会館
となるよう、トイレの洋式化等の改修を
行った(高齢者会館　１か所)。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・安全で快適に利用できる高齢者会館
となるよう、トイレの洋式化等の改修を
行った(高齢者会館２か所。その他、高
齢者施設２か所においてもトイレ改修
工事を行った)。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・高齢者会館において、各種事業を実
施し、仲間とともに学び、交流する機会
を提供した。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業を
実施し、仲間とともに学び、交流する機会
を提供した。
・新型コロナウィルス感染拡大防止対策を
促しながら、活動の場を提供するなど地域
における活動を支援した。
・高齢者会館において、各種事業を実施
し、仲間とともに学び、交流する機会を提
供した。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業を
実施し、仲間とともに学び、交流する機会
を提供した。
・電子掲示板アプリケーション「ためまっぷ
なかの」を活用し区民活動センター集会室
の空き状況を掲載し、見える化を図った。
・高齢者会館において、各種事業を実施
し、仲間とともに学び、交流する機会を提
供した。

地域支えあい推
進部

Ａ：実施した

【なかのＺＥＲＯ】
・「9/8コハーン・イシュトバーン　クラリ
ネットリサイタル」都内在住ひとり親世
帯　21名ご招待
・「10/4上原彩子　ピアノリサイタル」
都内在住ひとり親世帯　34名ご招待

Ａ：実施した

【なかのＺＥＲＯ】
6/20　「ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｵﾍﾟﾗ魔法の笛と鈴」
(区内小学校支援学級との連携）
新型コロナ感染症拡大防止の観点より
公演中止

Ａ：実施した

社会福祉法人愛成会となかのZERO
指定管理者の共催により、障害者をは
じめとしたさまざまな人が芸術に親し
み、交流するワークショップ・展覧会事
業「アトリエpangaea（パンゲア）」の一
環として、同事業の作品展覧会を実施
した。

Ａ：実施した

・社会福祉法人愛成会となかのZERO指
定管理者の共催により、障害者をはじめと
したさまざまな人が芸術に親しみ、交流す
る「アトリエpangaea（パンゲア）」のワー
クショップ・展覧会を実施した。
・なかの生涯学習サポーターの会となかの
ZERO指定管理者の共催により、ユニバー
サルデザインマップ作成講座を開催した。

Ａ：実施した

・「アトリエpangaea展覧会・ワークショッ
プ（社会福祉法人愛成会と指定管理者の共
催事業）」を実施した。
・ユニバーサルデザインマップ作成講座（な
かの生涯学習サポーターの会と指定管理
者の共催事業）を実施した。
・ユニバーサルデザインによるミュージカル
オペラ（指定管理者の主催事業）を実施し
た。

区民部

Ｄ：未着手
（検討して
いない）

Ａ：実施した
みなみの・美鳩・中野第一小学校内に
地域開放型学校図書館の開設準備を
行った。

Ａ：実施した
4月にみなみの・美鳩・中野第一小学校
内に地域開放型学校図書館の開設し、
利用状況等の検証を行った。

Ａ：実施した

・2021年4月に開設したみなみの・美鳩・
中野第一小学校内の地域開放型学校図書
館を適切に運営した。
・運営状況の検証については、区民による
図書館サービス等検討会により、検討を
行った。

Ａ：実施した

・2021年4月に開設したみなみの・美鳩・
中野第一小学校内の地域開放型学校図書
館を適切に運営した。
・運営状況の検証については、区民による
図書館サービス等検討会により、検討を行
い、9月に「図書館サービス・配置の基本的
な考え方」を策定した。

教育委員会事務
局

7 地域における利用しやすいサービス・商品づくり

7 １ 便利で魅力ある商店街の整備

7 １

多言語に対応したホームページや
マップの作成、ハラール対応など、
商店街・地域連携による国際化対応
事業を支援するほか、商店街へのだ
れでもトイレ設置、障害者・高齢者用
のサイン表示や案内表示の設置・改
修、授乳・おむつ替え等スペース設
置などの事業を誘導します。

Ａ：実施した
以下の事業（１件）を行った。
（１）多言語ホームページ制作（鍋横大通
商店会）

Ａ：実施した

以下の事業（３件）を行った。
（１）多言語ホームページ（中野北口十字
路商店会）
（２）「サイン・ヒストリー作成・貼付」街路
灯プロジェクト（中野北口昭和新道商店
街）
（３）館内案内ウォールステッカー（中野
ブロードウェイ商店街振興組合）

※（２）は商店街の２４本の街路灯に、商
店街のヒストリーや案内サインを多言
語化して表記した。
※（３）は、商店街の館内案内を多言語
化した。

Ａ：実施した
区内全商店街に補助制度の案内（マ
ニュアル）を配布し、国際課事業への補
助について案内を行った。

Ａ　実施した
区内全商店街に補助制度の案内（マニュア
ル）を配布し、国際課事業への補助につい
て案内を行った。

Ａ　実施した
区内全商店街に補助制度の案内（マニュア
ル）を配布し、国際課事業への補助につい
て案内を行った。

区民部

7 ２ ユニバーサルデザインに資する事業創出の支援

7 ２

区内で起業を目指す方や新たな事
業展開を考えている事業者に対す
るセミナーや相談など創業支援の
取組の一環として、全ての人が利用
しやすいサービス・商品を生み出す
事業が創出されるよう支援します。

Ａ：実施した
女性の再就職を支援するためのセミ
ナーを産業振興センターで実施した。

Ａ：実施した
女性の再就職を支援するためのセミ
ナーを産業振興センターで実施した。

Ａ：実施した
女性の再就職を支援するためのセミ
ナーを産業振興センターで実施した。

Ａ　実施した
女性の再就職を支援するためのセミナー
を産業振興センターで実施した。

Ａ　実施した
ユニバーサルデザイン関連創業等支援セミ
ナー（女性の再就職セミナー含む）を実施
した。

区民部

7 ３ 地域のサービス提供のユニバーサルデザイン化への支援

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインについて広く理
解を得るため、区役所ロビーにおいて
普及啓発を行った。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインについて広く理
解を得るため、区民が多く通行する中
野駅ガード下ギャラリーにて普及啓発
を行った。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインについて広く理
解を得るため、中野区役所ロビー及び
中野駅ガード下ギャラリーにて普及啓
発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示し
た。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
・ユニバーサルデザインやユニバーサルデ
ザインの視点で配慮された商品について
広く理解を得るため、明治大学中野キャン
パスでの催事内で普及啓発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示した。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
・ユニバーサルデザインやユニバーサルデ
ザインの視点で配慮された商品について
広く理解を得るため、明治大学中野キャン
パスでの催事内で普及啓発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示した。

【区有施設のユニバーサルデザイン製品の
設置】
区民活動センターの調理室にユニバーサル
デザイン製品を設置した。区民がユニバー
サルデザイン製品を実際に使用する機会
を創出し、普及啓発を行った。

企画部

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・安全で快適に利用できる高齢者会館
となるよう、トイレの洋式化等の改修を
行った(高齢者会館　１か所)。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・安全で快適に利用できる高齢者会館
となるよう、トイレの洋式化等の改修を
行った(高齢者会館２か所。その他、高
齢者施設２か所においてもトイレ改修
工事を行った)。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・高齢者会館において、各種事業を実
施し、仲間とともに学び、交流する機会
を提供した。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・高齢者会館において、各種事業を実
施し、仲間とともに学び、交流する機会
を提供した。

Ａ：実施した

・区民活動センターにおいて、各種事業
を実施し、仲間とともに学び、交流する
機会を提供した。
・高齢者会館において、各種事業を実
施し、仲間とともに学び、交流する機会
を提供した。

地域支えあい推
進部

6 ２

地域開放型学校図書館の整備を進
めるほか、なかのＺＥＲＯ、図書館、
区民活動センター、高齢者会館など
において、仲間とともに学び、交流
する機会を提供します。また、施設
内表示のユニバーサルデザイン化を
進めます。

7 ３

地域での見守り支えあいや居場所
づくりなど様々な取組にユニバーサ
ルデザインの視点が取り入れられ、
全ての人が地域で支えあいながら
安心して暮らせるよう支援します。

6 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

8 わかりやすい情報を簡単に得られる環境づくり

8 １ ＩＣＴを活用した区政情報等の発信

8 １
Ｎａｋａｎｏ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉ サービス
等を活用し、多様な方法で効果的な
情報発信を進めます。

Ａ：実施した
Ｎａｋａｎｏ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉと連動した地
域情報サービスで、多言語によるエリ
ア情報を提供している。

Ａ：実施した
Ｎａｋａｎｏ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉと連動した地
域情報サービスで、多言語によるエリ
ア情報を提供している。

Ａ：実施した
Ｎａｋａｎｏ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉと連動した地
域情報サービスで、多言語によるエリ
ア情報を提供している。

Ａ：実施した
Ｎａｋａｎｏ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉと連動した地域情
報サービスで、多言語によるエリア情報を
提供している。

ー：評価不能
(隔年実施、
事業終了な
ど）

Wi-Fiの運用及び地図情報の活用につい
て、総合的な情報施策の中でそのあり方を
検討した結果、令和４年５月にＷｉ－Ｆｉサー
ビスを終了した。

区民部

8 １

区が保有している行政データを二
次元利用可能なオープンデータとし
て公開し、簡単にデータ検索や入手
が行える環境の整備を進めます。

Ａ：実施した
・オープンデータの取り組み開始等
・年度末時点オープンデータ公開数：１
９件

Ａ：実施した

・オープンデータ公開数の拡充に向け
た取り組み等
・年度末時点オープンデータ公開数：
39件

Ａ：実施した

・オープンデータ公開数の拡充に向け
た取り組み等
・2021年度末時点オープンデータ公
開数：46件（２０２０年度から８件増加、
１件削除）

Ａ：実施した

・オープンデータ公開数の拡充に向けた取
り組み等
・202２年度末時点オープンデータ公開
数：５６件（２０２１年度から１０件増加）

Ａ：実施した

・オープンデータ公開数の拡充に向けた取
り組み等
・202３年度末時点オープンデータ公開
数：１５４件（２０２２年度から９８件増加）

総務部

8 １

インターネットを活用し、過去から現
在までの一定の区政情報を閲覧で
きる区政情報の閲覧室を構築し、運
営を行います。

Ａ：実施した
オープンデータの推進に合わせ、区
ホームページを中心とした区政情報の
発信について検討した。

Ａ：実施した
オープンデータの推進に合わせ、区
ホームページを中心とした区政情報の
発信について検討した。

Ａ：実施した

ホームページや新たなデジタルツール
によって提供される情報が、誰にでも
探しやいよう整備することを前提に区
ホームページの全面リニューアルに向
け、必要な機能の検討を進めた。

Ａ：実施した

ホームページや新たなデジタルツールに
よって提供される情報が、誰にでも探しや
すいよう整備することを前提に区ホーム
ページの全面リニューアルに向け、必要な
機能の検討を進めた。

Ａ：実施した

ホームページや新たなデジタルツールに
よって提供される情報が、誰にでも探しや
すいよう整備することを前提に区ホーム
ページを全面リニューアルした。

企画部

8 ２ 地域のユニバーサルデザイン情報の発信

Ａ：実施した

区ホームページに掲載している「なか
の便利地図」で「バリアフリーマップ」や
「赤ちゃんホットスペース」などの情報
を提供した。

Ａ：実施した

区ホームページに掲載している「なか
の便利地図」で「バリアフリーマップ」や
「赤ちゃんホットスペース」などの情報
を提供した。

Ａ：実施した

区ホームページに掲載している「なか
の便利地図」で「バリアフリーマップ」や
「赤ちゃんホットスペース」などの情報
を提供した。

Ａ：実施した
区ホームページに掲載している「なかの便
利地図」で「バリアフリーマップ」や「赤ちゃ
んホットスペース」などの情報を提供した。

Ａ：実施した

・区ホームページに掲載している「なかの便
利地図」で「バリアフリーマップ」や「赤ちゃ
んホットスペース」などの情報を提供した。
・中野区公式LINEに施設情報を登録し、
位置情報検索から、授乳やおむつ替えがで
きる最寄りの施設を調べることができる
ようにした。

企画部

Ａ：実施した
なかの便利地図「バリアフリーマップ」
掲載施設（区施設：３０４か所、民間施
設（駅、郵便局等）：４６か所）について、
掲載情報の確認及び更新を行った。

Ａ：実施した

なかの便利地図「バリアフリーマップ」
掲載情報について確認及び更新を行っ
た。また、公有財産簿等を参考に、未掲
載施設の抽出及び調査を行い、掲載施
設を追加した（区施設６か所、民間施設
１３か所）。

Ａ：実施した

東京都福祉のまちづくり条例施行規則
の改正に伴い、「だれでもトイレ」の表
示基準について庁内の関係部署と検討
を行った。

Ａ：実施した

国土交通省の定めたマニュアルをもとに、
なかの便利地図「バリアフリーマップ」の掲
載項目について整理を行い、バリアフリー
マップのリニューアルに向けたスケジュー
ルを作成した。

Ａ：実施した

前年度に見直しを行った掲載項目により
区内施設所管及び民間施設に設備設置状
況調査を実施し、バリアフリーマップのリ
ニューアルを行った。

健康福祉部

Ａ：実施した
所管する施設についてはバリアフリー
マップに掲載済み。

Ａ：実施した
所管する施設についてはバリアフリー
マップに掲載済み。

Ａ：実施した
所管する施設についてはバリアフリー
マップに掲載済み。

Ａ：実施した
所管する施設についてはバリアフリーマッ
プに掲載済み。

Ａ：実施した
所管する施設についてはバリアフリーマッ
プに掲載済み。

地域支えあい推
進部

Ａ：実施した
「赤ちゃんほっとスペース」設置施設に
対し、確認調査を行い、中野区ホーム
ページ掲載情報の更新作業を行った。

Ａ：実施した

「赤ちゃんほっとスペース」所在地等の
情報を中野区ホームページに掲載し、
廃止・変更の連絡を受けて随時更新を
行った。

Ａ：実施した

「赤ちゃんほっとスペース」所在地等の
情報を中野区ホームページに掲載し、
新規登録・廃止・変更の連絡を受けて
随時更新を行った。

Ａ：実施した

「赤ちゃんほっとスペース」所在地等の情報
を中野区ホームページに掲載し、新規登
録・廃止・変更の連絡を受けて随時更新を
行った。

Ａ：実施した

「赤ちゃんほっとスペース」所在地等の情報
を中野区ホームページに掲載し、新規登
録・廃止・変更の連絡を受けて随時更新を
行った。中野区公式LINEに情報を搭載し、
位置情報検索から最寄り授乳やおむつ替
えができる施設を調べることができるよう
にした。

子ども教育部

8 ３ ユニバーサルデザインに配慮した広報物等の作成

Ａ：実施した

なかの区報をオールカラーにし、ユニ
バーサルデザインに配慮した文字や色
を使用するなど、誰にとっても読みや
すい紙面にリニューアルした。

Ａ：実施した

広報クリニックを実施し、各課が作成す
る広報物（チラシ、動画）をユニバーサ
ルデザインの観点から、見直し・改善を
図った。

Ａ：実施した

広報クリニックを実施し、各課が作成す
る広報物（チラシ、動画）をユニバーサ
ルデザインの観点から、見直し・改善を
図った。

Ａ：実施した
広報クリニックを実施し、各課が作成する
広報物（チラシ、動画）をユニバーサルデザ
インの観点から、見直し・改善を図った。

Ａ：実施した
広報クリニックを実施し、各課が作成する
広報物（チラシ、動画）をユニバーサルデザ
インの観点から、見直し・改善を図った。

企画部

Ａ：実施した

（区民部）
中野区生涯学習スポーツ情報紙「ない
せす」について、音声版である「声のな
いせす」を視覚障害者向けに発行して
いる。

（地域支えあい推進部）
情報発信のユニバーサルデザインガイ
ドラインに基づき、高齢者向け通知や
チラシのほか、各種チラシやポスター、
手引きなどの見直し・改善を進めてい
る。

（選挙管理委員会事務局）
投票所入場整理券や選挙の案内のレイ
アウトについて、ユニバーサルデザイン
の考え基に作成した。

Ａ：実施した

（区民部）
中野区生涯学習スポーツ情報紙「ない
せす」について、音声版である「声のな
いせす」を視覚障害者向けに発行して
いる。

（地域支えあい推進部）
情報発信のユニバーサルデザインガイ
ドラインに基づき、高齢者向け通知や
チラシのほか、各種チラシやポスター、
手引きなどの見直し・改善を進めてい
る。

（選挙管理委員会事務局）
投票所入場整理券や選挙の案内のレイ
アウトについて、ユニバーサルデザイン
の考え基に作成した。

Ａ：実施した

（区民部）
中野区生涯学習スポーツ情報紙「ない
せす」について、音声版である「声のな
いせす」を視覚障害者向けに発行して
いる。

（地域支えあい推進部）
情報発信のユニバーサルデザインガイ
ドラインに基づき、通知やチラシのほ
か、各種チラシやポスター、手引きなど
の見直し・改善を進めている。

（選挙管理委員会事務局）
投票所入場整理券や選挙の案内のレイ
アウトについて、ユニバーサルデザイン
の考え基に作成した。

Ａ：実施した

（地域支えあい推進部）
情報発信のユニバーサルデザインガイドラ
インに基づき、通知やチラシのほか、各種
チラシやポスター、手引きなどの見直し・改
善を進めている。

Ａ：実施した

（環境部）
・建築リサイクル法に基づく届出をＬｏＧｏ
フォームでの電子申請とすることで、文字
の大きさなど利用者にとって見やすいも
のとなった。
・工場・指定作業場台帳をHP公開すること
で、区内での土地購入や売買時に必要な
土壌汚染対策に関わる情報を入手しやす
く、文字検索ができるようになりわかりや
すくなった。

各部

Ｃ：検討中
（実施時期
未定）

Ａ：実施した

区ホームページで、新型コロナウイルス
感染症の注意喚起や相談窓口、特別定
額給付金などについて「やさしい日本
語」のページを作成した。

Ａ：実施した

区ホームページで、新型コロナウイルス
感染症の注意喚起や相談窓口、ワクチ
ン接種や防災関連情報などについて
「やさしい日本語」のページを作成し
た。

Ａ：実施した

区ホームページで、新型コロナウイルス感
染症の注意喚起や相談窓口、ワクチン接種
や防災関連情報などについて「やさしい日
本語」のページを作成した。

Ａ：実施した
区ホームページで、防災関連情報などにつ
いて「やさしい日本語」による広報を実施
した。

企画部

― ― Ａ：実施した

（区民部）
・「外国人のためのなかの生活ガイド
ブック」作成
区役所での手続きや日本での生活、相
談窓口等について、やさしい日本語、
英語、中国語（簡体字）、ハングルの４カ
国語で併記している。

Ａ：実施した

（区民部）
・「外国人のためのなかの生活ガイド
ブック」作成
区役所での手続きや日本での生活、相
談窓口等について、やさしい日本語、
英語、中国語（簡体字）、ハングルの４カ
国語で併記している。
・職員向けやさしい日本語研修を実施
した。

（選挙管理委員会事務局）
｢やさしい日本語｣を使って広報物を作
成・見直しを行っている。

Ａ：実施した

（区民部）
･「中野区多文化共生推進基本方針【概要
版】」においてやさしい日本語版で周知
･「外国人のための　なかの生活ガイドブッ
ク」及び当ガイドブックの周知用チラシにお
けるやさしい日本語の表記

Ａ：実施した

（区民部）
・職員向けやさしい日本語研修を実施し
た。
・やさしい日本語ガイドラインの一部公開
を行った。（ガイドライン第１回を区ホーム
ページに掲載）

各部

8 ２

障害等の有無にかかわらず全ての
人の外出を支援し、社会参加を進め
るため、区のホームページで情報提
供する「バリアフリーマップ」や「赤
ちゃんほっとスペース」などで、区内
のだれでもトイレ、スロープ、エレ
ベーター、点字や音声案内、おむつ
替え等スペースなどの情報をわか
りやすく提供します。

8 ３

全ての人にとって読みやすく、わか
りやすい情報を発信するため、文字
の大きさや配色など基本的事項を
定めた情報発信のユニバーサルデ
ザインガイドラインを策定し、ガイド
ラインに基づく広報物等の作成及び
既存広報物等の点検、見直し・改善
を進めます。

8 ３
全ての人にわかりやすい「やさしい
日本語」による広報を進めます。

7 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

ハート 9 違いを超えて尊重しあう心を育む教育環境づくり

9 １ 学校等におけるユニバーサルデザインの推進

9 １

人権教育や道徳教育をさらに充実
し、違いを超えて誰もが尊重される
社会を実現することができる資質・
能力を育みます。

Ａ：実施した

・道徳教育推進教師研修を年２回実施
・人権教育研修を年２回実施
・東京都人権尊重教育推進校として江
古田小学校が研究発表を実施
・中野区教育委員会「学校教育向上事
業」において鷺宮小学校・西中野小学
校・第八中学校が「自己肯定感を高め
る児童・生徒の育成の工夫　～小中連
携教育を通して～」という研究主題で
研究発表の実施
・中野区人権教育推進委員会による授
業実践及び人権教育推進資料の作成・
配布

Ａ：実施した

・道徳教育推進教師研修を年２回実施
・人権教育研修を年２回実施
・中野区人権教育推進委員会による授
業実践及び人権教育推進資料の作成・
配布
・初任者研修、２年次研修において特別
の教科　道徳の授業力向上に向けた研
修の実施

Ａ：実施した

・道徳教育推進教師研修を年２回実施
・人権教育研修を年２回実施
・東京都人権尊重教育推進校として平
和の森小学校が２年間の研究実践の成
果を発表
・中野区人権教育推進委員会による授
業実践及び人権教育推進資料の作成・
配布
・初任者研修、２年次研修において特別
の教科　道徳の授業力向上に向けた研
修の実施

Ａ：実施した

・道徳教育推進教師研修を年２回実施
・人権教育研修を年２回実施
・中野区人権教育推進委員会による授業実
践及び人権教育推進資料の作成・配布
・初任者研修、２年次研修において特別の
教科　道徳の授業力向上に向けた研修の
実施

Ａ：実施した

・道徳教育推進教師研修を年２回実施
・人権教育研修を年２回実施
・中野区人権教育推進委員会による授業実
践及び人権教育推進資料の作成・配布
・初任者研修、２年次研修において特別の
教科　道徳の授業力向上に向けた研修の
実施

教育委員会事務
局

9 １

グローバル人材を育成する教育の
取組として、外国語活動及び外国語
の学習を充実し、言語や他国の文化
を理解し、尊重する態度を育てると
ともに、自分の考えを伝えあえるコ
ミュニケーション能力を育てます。

Ａ：実施した ・小学校外国語活動研修を実施。 Ａ：実施した

・英語教育研修会を年２回実施
・英語教育アドバイザー事業を全小学
校に実施
・TOKYO GLOBAL GATEWAYへ
の参加補助事業を全小学校４年生に実
施
・日本英語検定受験料補助事業を全中
学校３年生に実施

Ａ：実施した

・英語教育研修会を年２回実施
・英語教育アドバイザー事業を全小学
校に実施
・TOKYO GLOBAL GATEWAYへ
の参加補助事業を小学校４年生に実施
（新型コロナウイルス感染症の影響で３
校は2022年度に延期）
・日本英語検定受験料補助事業を全中
学校３年生に実施

Ａ：実施した

・英語教育研修会を年２回実施
・英語教育アドバイザー事業を全小学校に
実施
・TOKYO GLOBAL GATEWAYへの参
加補助事業を小学校４年生に実施（新型コ
ロナウイルス感染症の影響で３校は2022
年度に延期）
・日本英語検定受験料補助事業を全中学
校３年生に実施

Ａ：実施した

・英語教育研修（小・中合同）、英語教育アド
バイザー研修（派遣型、集合型）を実施
・TOKYO GLOBAL GATEWAYへの参
加補助事業を全小学校４年生に実施
・中学校第１学年の宿泊による英語体験活
動の実施
・日本英語検定受験料補助事業を第１・２回
は３年生、第３回は２年生を対象に実施

教育委員会事務
局

9 １

オリンピック・パラリンピック教育の
充実により、日本人としての自覚と
誇りをもち、他国の文化を理解し尊
重する豊かな国際感覚を身につけ
るとともに、障害者理解やボラン
ティアマインドなど共生社会の実現
に向けた資質・能力を育みます。ま
た、この取組を大会のレガシーとし
て継続します。

Ａ：実施した

・全幼稚園・小中学校において、オリン
ピック・パラリンピック教育実施計画書
を作成し、教育課程に位置付けてオリ
ンピック・パラリンピック教育を推進
・みなみの小学校・中野中学校の２校が
「オリンピック・パラリンピック教育ア
ワード校」としてオリンピック・パラリン
ピック教育の推進を実施
・桃花小学校、西中野小学校、南台小学
校、みなみの小学校が「夢・未来」プロ
ジェクト実施校としてオリンピック・パ
ラリンピック教育の推進を実施
・中野本郷小学校・中野第一小学校を
「パラリンピック競技応援校」としてオリ
ンピック・パラリンピック教育の推進を
実施
・第四中学校が「文化プログラム・学校
連携事業」に参加し、共生社会の実現
等に向けての取組を実施

Ａ：実施した

・全幼稚園・小中学校において、オリン
ピック・パラリンピック教育実施計画書
を作成し、教育課程に位置付けてオリ
ンピック・パラリンピック教育を推進
・中野区教育委員会「学校教育向上事
業」において美鳩小学校が「共生社会
を生きる資質・能力の育成～生活科・
社会科・総合的な学習の時間を通して
～」という研究主題で研究発表の実施
・鷺宮小学校、谷戸小学校、第四中学校
が「夢・未来」プロジェクト実施校として
オリンピック・パラリンピック教育の推
進を実施
・みなみの小学校・鷺宮小・第四中学校
の３校が「オリンピック・パラリンピック
教育アワード校」としてオリンピック・パ
ラリンピック教育の推進を実施
・第八中学校が「文化プログラム・学校
連携事業」に参加し、共生社会の実現
等に向けての取組を実施

Ａ：実施した

・全幼稚園・小中学校において、オリン
ピック・パラリンピック教育実施計画書
を作成し、教育課程に位置付けてオリ
ンピック・パラリンピック教育を推進
・中野区教育委員会「学校教育向上事
業」において南中野中学校が「学校
2020レガシー　地域の教育力とつな
がるボランティアマインドの醸成～
【FOR 2050】未来に生きる力を育む
ための持続可能な取組を検証する～」
という研究主題で研究発表の実施
・啓明小学校が「夢・未来」プロジェクト
実施校としてオリンピック・パラリン
ピック教育の推進を実施
・明和中学校が「オリンピック・パラリン
ピック教育アワード校」としてオリン
ピック・パラリンピック教育の推進を実
施

Ａ：実施した

・全区立幼稚園・小中学校において、オリン
ピック・パラリンピック教育実施計画書を
作成し、教育課程に位置付けてオリンピッ
ク・パラリンピック教育を推進

Ａ：実施した
・全区立幼稚園・小中学校における東京
2020大会のレガシーの教育課程への位
置付け

教育委員会事務
局

9 １

不登校、日本語適応、ＬＧＢＴなど、
配慮を要する児童・生徒に対して、
一人一人に応じたきめ細かな支援
を進めます。

Ａ：実施した

・教育相談室における相談受付
・教育支援室による不登校児童・生徒
の支援
・教育相談研修を年２回実施
・日本語指導員等派遣事業の実施
・人権教育研修を年２回実施
・区委嘱委員による人権教育推進委員
会を年４回実施。人権教育推進資料を
作成

Ａ：実施した

・教育相談室における相談受付
・教育支援室による不登校児童・生徒
の支援
・教育相談研修を年２回実施
・日本語指導員等派遣事業の実施
・教育支援室による日本語指導教室の
実施
・人権教育研修を年２回実施。
・区委嘱委員による人権教育推進委員
会を年４回実施。人権教育推進資料を
作成

Ａ：実施した

・教育相談室における相談受付
・教育支援室による不登校児童・生徒
の支援
・教育相談研修を年２回実施
・日本語指導員等派遣事業の実施
・教育支援室による日本語指導教室の
実施
・人権教育研修を年２回実施
・区委嘱委員による人権教育推進委員
会を年４回実施。人権教育推進資料を
作成

Ａ：実施した

・教育相談室における相談受付
・教育支援室による不登校児童・生徒の支
援
・不登校児童・生徒一人一人の実態把握と
きめ細かな支援法の検討
・教育相談研修を年２回実施
・日本語指導員等派遣事業の実施
・教育支援室による日本語指導教室の実施
・人権教育研修を年２回実施
・区委嘱委員による人権教育推進委員会を
年４回実施及び人権教育推進資料を作成

Ａ：実施した

・教育相談室における相談受付
・教育支援室による不登校児童・生徒の支
援
・不登校児童・生徒一人一人の実態把握と
きめ細かな支援法の検討
・教育相談研修を年２回実施
・日本語指導員等派遣事業の実施
・教育支援室による日本語指導教室の実施
・人権教育研修を年２回実施
・区委嘱委員による人権教育推進委員会を
年４回実施及び人権教育推進資料を作成

教育委員会事務
局

Ａ：実施した
中学校での特別支援教室が始まるた
め、指導内容や申込み方法について、
希望する保護者へ説明会を実施

Ａ：実施した

・各校のホームページに特別支援教室
での指導について掲載
・各学校の年度当初の保護者会等で、
特別支援教育について説明

Ａ：実施した

・各校のホームページに特別支援教室
での指導について掲載
・各学校の年度当初の保護者会等で、
特別支援教育について説明

Ａ：実施した

・各校のホームページに特別支援教室での
指導について掲載
・各学校の年度当初の保護者会等で、特別
支援教育について説明

Ａ：実施した

・全校のホームページの特別支援教育の取
組についての紹介ページの充実
・学校生活支援シートの活用の充実
・義務教育終了後の支援への接続のあり方
を確立

教育委員会事務
局

Ａ：実施した
就学相談の案内リーフレットを作成し、
保護者等に配布して特別支援教育の理
解促進に努めている。

Ａ：実施した
就学相談の案内リーフレットを作成し、
保護者等に配布して特別支援教育の理
解促進に努めている。

Ａ：実施した
就学相談の案内リーフレットを作成し、
保護者等に配布して特別支援教育の理
解促進に努めている。

Ａ：実施した
就学相談の案内リーフレットを作成し、保
護者等に配布して特別支援教育の理解促
進に努めている。

Ａ：実施した
就学相談の案内リーフレットを作成し、保
護者等に配布して特別支援教育の理解促
進に努めている。

教育委員会事務
局

9 ２ 指導方法の充実によるわかりやすい授業の実施

9 ２

授業改善、教員研修、校内研究の結
果を全区的に活かす取組を進めな
がら、全ての子どもたちが「わかる」
「できる」「共に学び合う」ユニバー
サルデザインの授業を行います。ま
た、デジタル福祉教材「あおぞら」を
活用し、共生社会の実現に必要な資
質・能力を育む学習を展開します。

Ａ：実施した

桃園第二小学校が学校教育向上事業
の指定を受け、「わかった・できた」を感
じることができる授業作りの視点での
授業改善に取り組んだ。

Ａ：実施した

桃園第二小学校において、「わかった・
できた」を感じることができる教育的
支援の工夫について研究し、授業中の
支援をまとめた資料を作成し、全校に
配付して、各校でもユニバーサルデザ
インの視点で授業改善を行った。

Ａ：実施した

中野中学校において中野区立中学校
における合理的配慮のスタンダード確
立に向けた研究を行い、個に応じた指
導の充実についてまとめた資料を作成
し、全校に配付して、各校でもユニバー
サルデザインの視点で授業改善を行っ
た。

Ａ：実施した

・特別支援教室が全校に設置されたこと
で、特別支援教室の教員と学級担任の連
携が進み授業におけるユニバーサルデザイ
ンを充実することで、全ての子どもにとっ
てわかる授業の実現を図る。

Ａ：実施した

・特別支援教室の巡回指導教員と学級担
任の連携によって授業におけるユニバー
サルデザインを充実することで、全ての子
どもにとってわかる授業の実現を図る。
・児童・生徒の実態に応じた効果的なコン
テンツの整備・運用

教育委員会事務
局

9 ２
性同一性障害等に対する正しい理
解と認識を深めるため教職員研修
等を実施します。

Ａ：実施した
第１回人権教育研修会にて「性同一性
障害」「性的指向」についての研修の実
施

Ａ：実施した

中野区人権教育推進委員会において
人権課題「性同一性障害」「性的指向」
を扱った授業実践の実施及び人権教育
推進資料の作成・配布

Ａ：実施した
第１回人権教育研修会にて「性同一性
障害」「性的指向」についての研修の実
施

Ａ：実施した

・人権教育プログラムを活用した校内研修
の実施
・これまで作成してきた資料等を活用した
人権課題「性同一性障害」「性的指向」を
扱った授業研究の実施

Ａ：実施した

・人権教育プログラムを活用した校内研修
の実施
・これまで作成してきた資料等を活用した
人権課題「性同一性障害」「性的指向」を
扱った授業等の実施

教育委員会事務
局

9 １
保護者を対象として特別支援教育
への理解促進を図ります。

8 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

10 ユニバーサルデザイン推進の担い手づくり

10 １ 区職員の理解促進

Ａ：実施した

【ユニバーサルマナー研修】
ユニバーサルデザインの理解を深め、
窓口業務での対応方法などを学ぶ研
修を実施した。

Ａ：実施した

【ユニバーサルマナー研修】
ユニバーサルデザインの理解を深め、
窓口業務での対応方法などを学ぶ研
修を実施した。新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から、資料学習及び
映像視聴での形式で行った。

Ａ：実施した

【ユニバーサルマナー研修】
ユニバーサルデザインの理解を深め、
窓口業務での対応方法などを学ぶ研
修を行った。新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点等から、オンライン形
式で行った。

Ａ：実施した

【ユニバーサルマナー研修】
ユニバーサルデザインの理解を深め、窓口
業務での対応方法などを学ぶ研修を行っ
た。

Ａ：実施した

【ユニバーサルマナー研修】
ユニバーサルデザインの理解を深め、窓口
業務での対応方法などを学ぶ研修を行っ
た。

企画部

Ａ：実施した
聴覚障害者が参加する研修で要約筆
記を実施した。

Ａ：実施した
聴覚障害者が参加する研修で要約筆
記を実施した。

Ａ：実施した
聴覚障害者が参加する研修で要約筆
記を実施した。

Ａ：実施した
聴覚障害者が参加する研修で要約筆記を
実施した。

Ａ：実施した
eラーニングの動画コンテンツについて、
字幕を追加した。

総務部

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向け情報誌「Ｒ
Ｅ：スタート」を作成・配信を開始した。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向け情報誌「Ｒ
Ｅ：スタート」を作成し、配信をした。職
員研修については、新型コロナ感染症
対策として延期した。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向けの情報誌
「ＲＥ：スタート」を作成し、配信をした
り、「再犯防止推進シンポジウム」や職
員向け研修を実施して、周知を図った。

Ａ　実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、社会を明るくする運動の支援
を行っている。さらに、区職員や民生児童
委員など地域の支援者向けの研修会を行
い交流を図るとともに、保護司の活動事例
等を共有し、生きづらさを抱えた人への配
慮を学ぶ機会をつくった。

Ａ　実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、社会を明るくする運動の支援
を行った。また、区職員向けの研修を行っ
た。

地域支えあい推
進部

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した
【職員研修「手話への理解を深める」】
３月に１回、動画視聴の方法により研修
を実施し、４２名が受講した。

Ａ：実施した

【職員研修「区内障害者施設の紹介と、
知的障害のある方への配慮について」】
３月に１回、動画視聴の方法により研修
を実施し、50名が受講した。

Ａ：実施した
【職員研修「障害平等研修」】
１１月に１回、希望者に対する研修を実施
し、２４名が受講した。

Ａ：実施した

【職員研修「障害平等研修」】
１１月に１回、管理職昇任者等（管理職昇任
１年目職員又は管理職候補者）及び採用２
年目職員対象の職層研修として実施し、９
６名が受講した。

健康福祉部

Ａ：実施した
【人権セミナー】
人権理解、多様性及びユニバーサルデ
ザイン研修を実施した。

Ａ：実施した

【人権セミナー】
・人権理解、多様性及びユニバーサルデ
ザイン研修を実施した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、集合形式から映像視聴に変
更して行った。

Ａ：実施した

【人権セミナー】
2021年１２月７日に人権セミナーを実
施した。

【中野区性的マイノリティ区民講座】
2021年１１月３０日に中野区性的マイ
ノリティ区民講座を実施した。

Ａ：実施した

【人権セミナー】
2022年12月15日に人権セミナーを実
施した。

【中野区性的マイノリティ区民講座】
2023年3月15日に中野区性的マイノリ
ティ区民講座を実施した。

Ａ：実施した

【人権セミナー】
2023年12月14日に人権セミナーを実
施した。

【中野区性的マイノリティ区民講座】
2024年3月10日に中野区性的マイノリ
ティ区民講座を実施した。

企画部

Ａ：実施した

以下の職員研修を実施した。
・手話講習会
・「避難所運営で何が大切なのか」の実
施

Ａ：実施した
以下の職員研修を実施した。
・避難所運営で何が大切なのか

Ａ：実施した
以下の職員研修を実施した。
・避難所運営で何が大切なのか
・自治体職員のためのＳＤＧｓ研修

Ａ：実施した

以下の職員研修を実施した。
・人権セミナー
・やさしい日本語
・避難所運営で何が大切なのか
・障害平等研修

Ａ：実施した

以下の職員研修を実施した。
・人権セミナー
・やさしい日本語
・避難所運営で何が大切なのか
・障害平等研修

総務部

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向けの情報誌
「ＲＥ：スタート」を作成・配信を開始し
た。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向けの情報誌
「ＲＥ：スタート」を作成し、配信をした。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向けの情報誌
「ＲＥ：スタート」を作成し、配信をした
り、「再犯防止推進シンポジウム」や職
員向け研修を実施して、周知を図った。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、地域の支援者や職員向け研修
を実施して、周知を図った。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、職員向け研修を実施して、意
識啓発を行った。

地域支えあい推
進部

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した
【職員研修「手話への理解を深める」】
３月に１回、動画視聴の方法により研修
を実施し、４２名が受講した。

Ａ：実施した

【職員研修「区内障害者施設の紹介と、
知的障害のある方への配慮について」】
３月に１回、動画視聴の方法により研修
を実施し、50名が受講した。

Ａ：実施した
【職員研修「障害平等研修」】
１１月に１回、希望者に対する研修を実施
し、２４名が受講した。

Ａ：実施した

【職員研修「障害平等研修」】
１１月に１回、管理職昇任者等（管理職昇任
１年目職員又は管理職候補者）及び採用２
年目職員対象の職層研修として実施し、９
６名が受講した。

健康福祉部

10 ２ ユニバーサルデザイン推進を担う地域人材の養成

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインサポーター養成
講座】
・ユニバーサルマナー検定3級、障害疑
似体験及びワークショップの区民向け
講座を実施した。
・18名のサポーターを養成。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

【ユニバーサルデザインサポーター養成
講座】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインサポーター養成
講座】
・ユニバーサルマナー検定3級及び区の
ユニバーサルデザインの取組みについ
ての区民向け講座をオンラインで実施
した。
・67名のサポーターを養成。

Ａ　実施した

【ユニバーサルデザインサポーター養成講
座】
・ユニバーサルマナー検定3級及び区のユ
ニバーサルデザインの取組みについての区
民向け講座をオンラインで実施した。
・6８名のサポーターを養成。

Ａ　実施した

【ユニバーサルデザインサポーター養成講
座】
・ユニバーサルマナー検定3級及び区のユ
ニバーサルデザインの取組みについての区
民向け講座をオンラインで実施した。
・７０名のサポーターを養成。

企画部

Ａ：実施した

【認知症サポーター養成講座】
・開催回数：82回
・受講者数：1,913人(累計１９，７２９
人)

Ａ：実施した
【認知症サポーター養成講座】
・開催回数：４７回
・受講者数：６１２人(累計２０，３４１人)

Ａ：実施した
【認知症サポーター養成講座】
・開催回数：58回
・受講者数：885人(累計２1，226人)

Ａ：実施した
【認知症サポーター養成講座】
・開催回数：59回
・受講者数：1226人(累計22452人)

Ａ：実施した
【認知症サポーター養成講座】
・開催回数：66回
・受講者数：1087人(累計23338人)

地域支えあい推
進部

10 １

ユニバーサルデザインの理解を深
め、具体的な対応などを学ぶ研修
を実施するほか、既存の研修につい
ても、ユニバーサルデザインの視点
から充実を図り実施します。

10 １
障害者、高齢者、ＬＧＢＴなど多様性
の理解と認識を深める研修を実施
します。

10 ２

ユニバーサルデザインについて、必
要な知識やスキルなどをもち、地域
にユニバーサルデザインの考え方を
広げる区民の担い手を養成します。

9 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

11 ユニバーサルデザインの考え方を広げるしくみづくり

11 １ 区民・事業者に対する普及啓発

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインについて広く理
解を得るため、区役所ロビーにおいて
普及啓発を行った。

【性的マイノリティトーク会の実施】
・性的マイノリティ当事者等6名の講師
よりリレー形式の講座を実施した。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインについて広く理
解を得るため、区民が多く通行する中
野駅ガード下ギャラリーにて普及啓発
を行った。

【性的マイノリティ区民講座】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点より実施を見送った。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
ユニバーサルデザインについて広く理
解を得るため、中野区役所ロビー及び
中野駅ガード下ギャラリーにて普及啓
発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示し
た。

【性的マイノリティ区民講座】
・性的マイノリティ当事者の講師による
講座を実施した。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
・ユニバーサルデザインやユニバーサルデ
ザインの視点で配慮された商品について
広く理解を得るため、明治大学中野キャン
パスでの催事内で普及啓発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示した。

【性的マイノリティ区民講座】
・性的マイノリティ当事者の講師による講
座を実施した。

Ａ：実施した

【ユニバーサルデザインパネル展】
・ユニバーサルデザインやユニバーサルデ
ザインの視点で配慮された商品について
広く理解を得るため、明治大学中野キャン
パスでの催事内で普及啓発を行った。
・ユニバーサルデザイン製品を展示した。

【区有施設のユニバーサルデザイン製品の
設置】
区民活動センターの調理室にユニバーサル
デザイン製品を設置した。区民がユニバー
サルデザイン製品を実際に使用する機会
を創出し、普及啓発を行った。

【性的マイノリティ区民講座】
・性的マイノリティ当事者の講師による講
座を実施した。

企画部

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人の状況や区の再犯防止の取組
について広く理解を得るため「再犯防
止推進シンポジウム」を開催に向けて
準備を進めた（新型コロナウイルス感染
拡大防止対策として中止）

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人の状況や区の再犯防止の取組
について広く理解を得るため「再犯防
止推進シンポジウム」を開催した。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、「再犯防止推進シン
ポジウム」を実施して、周知を図った。

Ａ　実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、社会を明るくする運動の支援
を行っている。さらに、区職員や民生児童
委員など地域の支援者向けの研修会を行
い交流を図るとともに、保護司の活動事例
等を共有し、生きづらさを抱えた人への配
慮を学ぶ機会をつくった。

Ａ　実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、社会を明るくする運動の支援
を行った。

地域支えあい推
進部

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

【障害者理解啓発差別解消講演会】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した

【障害者理解啓発差別解消講演会】
１２月に１回実施した。オンライン配信
を行い、会場とあわせて63名が参加し
た。

【手話理解啓発講演会】（2020年度の
み）
3月に１回オンラインで実施した。５８名
が参加した。

Ａ：実施した

【障害者理解啓発差別解消講演会】
１月に１回実施した。オンライン配信を
行い、会場とあわせて58名が参加し
た。

Ａ：実施した

【障害者理解啓発差別解消講演会】
民間事業者及び一般区民に向けた啓発講
演会を１2月に１回実施し、２４名が参加し
た。

Ａ：実施した

【区民・事業者向け「障害平等研修」】
一般区民及び民間事業者に向けた理解啓
発事業として１2月に１回実施し、３２名が
参加した。

健康福祉部

Ａ：実施した
子ども特別支援課が、リーフレット「子
ども一人ひとりの理解と支援のため
に」を作成し、区民に配布した。

Ａ：実施した

桃園第二小学校が授業のユニバーサル
デザインについて研究し、区内の教員
に対して発表し、資料の作成・配布し
た。

Ａ：実施した

中野中学校が学校教育向上事業とし
て、特別支援教室での指導や合理的配
慮について区内の教員に対して研究発
表及び資料を作成・配布した。

Ａ：実施した

・桃園第二小学校（2020年度研究発表）
や中野中学校（2021年度研究発表）が学
校教育向上事業で作成した資料を活用し
た全小中学校におけるユニバーサルデザイ
ンの充実の推進

Ａ：実施した
・ユニバーサルデザインに関する各校の事
例のまとめと教員・保護者等へ周知・共有

教育委員会事務
局

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

２０２０年度に事業者向け講座の開催
予算を確保する。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

【事業者向けユニバーサルデザイン啓
発講座】
東京商工会議所と共催でユニバーサル
デザインに関する講座を開催予定で
あったが、新型コロナウイルス感染症感
染拡大により、事業の実施を見送っ
た。

Ａ：実施した

【事業者向けユニバーサルデザイン啓
発講座】
東京商工会議所と共催でユニバーサル
デザインに関する事業者向け講座を実
施した。

Ｂ：実施でき
なかったが、
次年度に実
施予定

【事業者向けユニバーサルデザイン啓発講
座】
・次年度の開催に向け、共催する東京商工
会議所との協議を行った。

Ｂ：実施でき
なかったが、
次年度に実
施予定

【事業者向けユニバーサルデザイン啓発講
座】
・次年度の開催に向け、共催する東京商工
会議所との協議を行った。

企画部

Ａ：実施した
女性の再就職を支援するためのセミ
ナーを産業振興センターで実施した。

Ａ：実施した
女性の再就職を支援するためのセミ
ナーを産業振興センターで実施した。

Ａ：実施した
女性の再就職を支援するためのセミ
ナーを産業振興センターで実施した。

Ａ：実施した
ユニバーサルデザイン関連創業等支援セミ
ナー(女性の再就職セミナー含む)を実施し
た。

Ａ：実施した
ユニバーサルデザイン関連創業等支援セミ
ナー（女性の再就職セミナー含む）を実施
した。

区民部

Ｄ：未着手
（検討して
いない）

Ａ：実施した

「再犯防止推進シンポジウム」など、誰
もが参加できる事業の組み立てとする
など、事業を通じてユニバーサルデザ
インに関する考え方の普及を図った。

Ａ：実施した

「再犯防止推進シンポジウム」など、誰
もが参加できる事業の組み立てとする
など、事業を通じてユニバーサルデザ
インに関する考え方の普及を図った。

Ａ　実施した

再犯防止推進について、支援者に向けた研
修会を行い、生きづらさを抱えた人への配
慮を学ぶ等、地域で様々な人が支え合う重
要性を共有している。

Ａ：実施した
再犯防止推進イベントを実施し、参加者に
対して犯罪をした人や立ち直りに支援を必
要とする人への理解の促進を行った。

地域支えあい推
進部

Ａ：実施した

半数以上が事業者で構成される協議
会において、ユニバーサルデザインに
関する説明と、啓発冊子の配布を行っ
た。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業者が集まる機会が少なく、
実施できなかった。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業者が集まる機会が少なく、
実施できなかった。

Ａ：実施した

【障害者理解啓発差別解消講演会】
民間事業者及び一般区民に向けた啓発講
演会を１2月に１回実施し、２４名が参加し
た。

Ａ：実施した

【区民・事業者向け「障害平等研修」】
一般区民及び民間事業者に向けた理解啓
発事業として１2月に１回実施し、３２名が
参加した。

健康福祉部

11 ２ 区民団体等による普及啓発の取組の支援

11 ２

区が行う政策に合致し、区政目標の
実現に貢献する活動を助成する「区
民公益活動に関する政策助成」にユ
ニバーサルデザインの視点を追加
し、区民団体等が主体的に行う公益
活動を支援します。

Ａ：実施した

政策助成の審査基準で「ユニバーサル
デザインへの配慮」の項目を追加した。
審査基準は政策助成の申請手引きで
公開しており、各区民団体が、事業計
画段階でユニバーサルデザインに配慮
された事業を計画するよう助言等を
行っている。

Ａ：実施した 2019年度の取組を継続。 Ａ：実施した 20２０年度の取組を継続。 Ａ：実施した

政策助成の審査基準に「ユニバーサルデザ
インへの配慮」の項目を設け、各区民団体
が、事業計画段階でユニバーサルデザイン
に配慮した事業を計画するよう促してい
る。

Ａ：実施した

政策助成の審査基準に「ユニバーサルデザ
インへの配慮」の項目を設け、各区民団体
が、事業計画段階でユニバーサルデザイン
に配慮した事業を計画するよう促してい
る。

地域支えあい推
進部

11 １
区内事業者向け各種講座で、ユニ
バーサルデザインについて情報提
供を行います。

11 １

ユニバーサルデザインについて広く
理解を得るための講座等を開催す
るとともに、区民・事業者向けの普
及啓発冊子等を作成します。

10 



基本
理念

施策の
方向

現所管部主な取組 2019年度の取組実績 2020年度の取組実績 2021年度の取組実績 2022年度の取組実績 2023年度の取組実績

12 個性や多様性を大切にする意識づくり

12 １ 人権擁護・男女共同参画推進のための普及啓発

12 １

人権週間や男女共同参画週間等に
実施するパネル展やイベント、男女
共同参画センター情報誌「アンサン
ブル」等による普及啓発を行いま
す。

Ａ：実施した

【人権週間関連行事】
広く区民に対しての人権尊重思想の普
及を目的として、東京人権擁護委員協
議会中野地区との共催で、１２月に中
野駅前で街頭啓発と、区役所１階区民
ホールにてパネル展を実施した。

【男女共同参画週間関連行事】
参加者が講演を通じて男女共同参画社
会に向けた気付きを得ることを目的と
して、男女共同参画週間講演会と、区
役所１階区民ホールにてパネル展を実
施した。

Ｂ：実施でき
なかった
が、次年度
実施予定

【人権週間関連行事】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

【男女共同参画週間関連行事】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した

【人権週間関連行事】
・街頭啓発に関しては、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、事業の実
施を見送った。
・人権パネル展を中野駅ガード下ギャ
ラリーで実施した。

【男女共同参画週間事業】
・男女共同参画週間講演会の実施
・男女共同参画週間パネル展の実施
・男女共同参画センター情報誌「アンサ
ンブル」44号の発行。区民の方から企
画編集委員を公募し、協同して作成

Ａ　実施した

【人権週間関連行事】
・中野駅北口にて街頭啓発を実施した。
・人権パネル展を中野駅ガード下ギャラ
リーで実施した。

【男女共同参画週間事業】
・男女共同参画週間講演会の実施
・男女共同参画週間パネル展の実施
・男女共同参画センター情報誌「アンサンブ
ル」４５号の発行。区民の方から企画編集
委員を公募し、協同して作成

Ａ　実施した

【人権週間関連行事】
・中野駅北口にて街頭啓発を実施した。
・人権パネル展を中野駅ガード下ギャラ
リーで実施した。

【男女共同参画週間事業】
・男女共同参画週間講演会の実施
・男女共同参画週間パネル展の実施
・男女共同参画センター情報誌「アンサンブ
ル」４６号の発行。区民の方から企画編集
委員を公募し、協同して作成

企画部

12 １

犯罪や非行を未然に防ぐとともに、
犯罪歴や非行歴がある人も地域の
一員として受け止め、立ち直りを支
える共生社会を目指し、中野区再犯
防止推進計画を策定し、関係機関と
連携した取組を進めます。

Ａ：実施した

犯罪や非行を未然に防ぎ、犯罪をした
人や生きづらさを抱えて立ち直りに支
援を必要とする人への理解促進と支援
の取組を進めるため、「中野区再犯防
止推進計画」の策定に向けた庁内検討
を進めるとともに、関係団体等の意見
交換等を進めた。

Ａ：実施した
「中野区再犯防止推進計画」を策定し、
関係機関や関係団体と取組を進めるた
めの協議等を進めた。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要
とする人への理解を深め、再犯防止の
取組を進めるため、職員向けの情報誌
「ＲＥ：スタート」を作成し、配信をした
り、「再犯防止推進シンポジウム」や職
員向け研修を実施して、周知を図った。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、社会を明るくする運動の支援
を行っている。さらに、区職員や民生児童
委員など地域の支援者向けの研修会を行
い交流を図るとともに、保護司の活動事例
等を共有し、生きづらさを抱えた人への配
慮を学ぶ機会をつくった。

Ａ：実施した

犯罪をした人や立ち直りに支援を必要と
する人への理解を深め、再犯防止の取組を
進めるため、社会を明るくする運動の支援
を行った。保護司等の関係団体との連携の
もと、中野区再犯防止推進計画に基づく取
り組みを実施した。

地域支えあい推
進部

12 ２ 国際理解・国際化推進のための普及啓発

12 ２

姉妹都市や友好関係にある海外自
治体との交流を通じて相互理解を
深めるとともに、交流自治体をさら
に広げていきます。

Ａ：実施した
子ども交流事業を通して、ニュージー
ランドのウェリントン市との交流を実施
した。

Ａ：実施した
友好関係にある西城区とオンラインに
て交流を実施した。

Ａ：実施した
友好関係にある西城区と友好区締結３
５周年記念交流をオンラインにて交流
を実施した。

Ｂ：実施でき
なかったが、
次年度に実
施予定

オンライン交流の実施を検討していたが、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り未実施。

Ａ：実施した
子ども交流事業を通して、ニュージーラン
ドのウェリントン市との交流を実施した。

区民部

12 ２
中野区国際交流協会の取組を支援
し、国際交流事業を実施します。

Ａ：実施した
国際交流協会が行う市民交流事業や
日本語講座等について支援を実施し
た。

Ａ：実施した

・国際交流協会が行う市民交流事業や
日本語講座等について支援を実施し
た。
・日本語教室について、中学生向け日
本語教室を実施し、日本語教室の充実
を図った。

Ａ：実施した
・国際交流協会が行う市民交流事業や
中学生日本語集中教室について支援
を実施した。

Ａ：実施した
・国際交流協会が行う市民交流事業や中学
生日本語集中教室について支援を実施し
た。

Ａ：実施した
・国際交流協会が行う市民交流事業や中学
生日本語集中教室について支援を実施し
た。

区民部

12 ３ 障害者差別解消のための普及啓発

12 ３

障害者週間に区民向けの啓発事業
を実施するほか、障害者施設等が実
施するまつりなど交流事業等にお
ける交流の機会をつくります。

Ａ：実施した

一部実施

【障害者理解啓発差別解消講演会】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

【障害者施設等におけるまつり】
障害者会館や弥生福祉作業所等区立
施設においてまつりを実施し、近隣住
民との交流を図った。

Ａ：実施した

一部実施

【障害者理解啓発差別解消講演会】
１２月に１回実施した。オンライン配信
を行い、会場とあわせて６３名が参加し
た。

【障害者施設等におけるまつり】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した

一部実施

【障害者理解啓発差別解消講演会】
１月に１回実施した。オンライン配信を
行い、会場とあわせて58名が参加し
た。

【障害者施設等におけるまつり】
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、事業の実施を見送った。

Ａ：実施した

一部実施

【障害者理解啓発差別解消講演会】
民間事業者及び一般区民に向けた啓発講
演会を１2月に１回実施し、２４名が参加し
た。

【障害者施設等におけるまつり】
感染拡大防止のため、事業の実施を見送っ
た。

Ａ：実施した

一部実施

【区民・事業者向け「障害平等研修」】
一般区民及び民間事業者に向けた理解啓
発事業として１2月に１回実施し、３２名が
参加した。

【障害者施設等におけるまつり】
感染拡大防止のため、施設利用者のみで
実施し、公開を見送った。

健康福祉部

12 ３

手話通訳者養成の講習会を開催す
るなど、手話によるコミュニケー
ションを必要としている方が自立し
た生活ができる環境づくりを進め
ます。

Ａ：実施した

【手話講習会】
手話通訳者の養成を行い、新たに３名
の手話通訳者を登録した。

【手話通訳者研修会】
手話通訳者の技術を保持し、向上させ
るため、月２回の研修を実施した。

Ａ：実施した

一部実施

【手話講習会】
手話通訳者養成クラスのみ実施した。
入門・基礎・応用クラスは、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、事業
の実施を見送った。

【手話通訳者研修会】
手話通訳者の技術を保持し、向上させ
るため、月２回の研修を実施した。

Ａ：実施した

【手話講習会】
手話講習会（入門・基礎・応用・養成クラ
ス）を実施し、手話通訳者の養成を実施
した。

【手話通訳者研修会】
手話通訳者の技術を保持し、向上させ
るため、月２回の研修を実施した。

Ａ：実施した

【手話講習会】
手話講習会（入門・基礎・応用・養成クラス）
を実施し、手話通訳者の養成を実施した。

【手話通訳者研修会】
手話通訳者の技術を保持し、向上させるた
め、月２回の研修を実施した。

Ａ：実施した

【手話講習会】
手話講習会（入門・基礎・応用・養成クラス）
を実施し、手話通訳者の養成を実施した。

【手話通訳者研修会】
手話通訳者の技術を保持し、向上させるた
め、月２回の研修を実施した。

健康福祉部

12 ４ 性的少数者に対する理解促進のための取組

Ａ：実施した

【パートナーシップ宣誓制度の運営】
・2018年8月からパートナーシップ宣
誓制度開始した。
・２０１９年度はパートナーシップ宣誓書
受領証２８件、公正証書等受領証１件を
交付した。

Ａ：実施した

【パートナーシップ宣誓制度の運営】
・パートナーシップ宣誓書受領証18件、
公正証書等受領証2件を交付した。
・制度利用者の利便性向上のため、受
領証の小型化するとともに手続きの簡
略化した。

Ａ：実施した
【パートナーシップ宣誓制度の運営】
・パートナーシップ宣誓書受領証34
件、公正証書等受領証7件を交付した。

Ａ：実施した

【パートナーシップ宣誓制度の運営】
・パートナーシップ宣誓書受領証21件、公
正証書等受領証5件を交付した。
・対象者拡大及び利便性向上のために、要
綱改正と受領書様式の変更を行った。

Ａ：実施した

【パートナーシップ宣誓制度の運営】
・パートナーシップ宣誓書受領証18件、公
正証書等受領証3件を交付した。
・宣誓者のメリット向上の為、宣誓者が利
用できる行政サービスの拡充を行った。

企画部

― ― Ａ：実施した

（選挙管理委員会事務局）
投票用紙を交付する際、男女を選択す
るボタンを押して人数を計測している
が、2020年７月５日執行の東京都知
事選挙から、ボタンを外部から見えな
いように変更した。

Ａ：実施した

（選挙管理委員会事務局）
申請書に性別欄がないか点検を行って
いる。また、各投票所で有権者の受付
を行う際に、ＬＧＢＴに配慮した対応を
行うよう啓発している。

Ａ：実施した

（総務部）
パートナーシップ関係にある職員につい
て、婚姻関係にある職員と同等の休暇や給
付金対象とするよう検討した。

― ― 各部

12 ４

パートナーシップ宣誓・宣誓書等受
領証の交付など、ＬＧＢＴ等の性的少
数者への理解を促進する取組を進
めます。
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